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三井嘉都夫先生の思い出

IGCの旅と三井さん

泉 久三郎

（環境科学研究会常務理事）

三井さんとはいつごろからのお付き合いか思い

出せないが，ずいぶん古い。長年お世話になって

いる中野尊正さんや高橋裕さんよりも少し前で，

故人となられた安芸咬ーさんよりは後だが，もう

30年以上にはなると思う。

僕にとって三井さんは， IGCとセットになっ

ていてずいぶんいろんな国へ同行させていただ

き，楽しく，懐かしい想い出は尽きないのであ

る。

1980年の夏， IGC東京大会で中野さんがたし

か2つの分科会を主催されたが，そのときの三井

さんの名ア、ンスタントぶりには驚いた。僕も中野

さんの下慟きをしたが，ほとんど三井さんにおん

ぶしてのことだった。アメリカのホワイトさん，

ソ連のゲラ・ンモフさんの両大御所を迎え，中野さ

んの気配りは大変なものだったが， 三井さんの蔭

の活躍ぶりには，改めて敬服した。

これをご縁に三井さんとは1984年にパリとカー

ソヘ， 1986年にはバルセロナとパルマヘ， 1988年

には・ンドニーヘとご一緒させていただき，いつも

大変お世話になった。

カーンに 1週間いたある日， 三井さんの研究報

告が終ったので， 「ちょ っと」 と言って 1人で席

を抜け出し，市街図を手に街をぶらついてみた。

あの狂ったようなパリとは大違いで，落ち着いた

奇麗な街並みは素晴しかった。

飽きずに見とれていたが夕刻になったのでホテ

ルに帰ってみたら，同宿の三井さんも関口さんも

まだだったので別のグループのいるホテルヘ行っ

てみて驚いた。「言葉のできない泉さんが，こん

な時間までどこをうろついているのだろう。道に

迷ってどこかの交番にでもいるんじゃないか」

と，手分けして探そうかと相談しているところ

だったというのである。いや，まいったが，非礼

を深くお詫びしてご勘弁をいただいた。

しかし，皆さんにご迷惑をおかけし申訳ないこ

とをしたと，今でも反省している。

・ンドニーの会議のあと， 1週間ほどニュージ一

ラソドの観光旅行をした。三井さんと橋爪さんの

3人づれである。

例の羊の毛刈りを見たとき，最後に自家製とい

う羊の敷物を並べて買ってくれという。おやじさ

んも妻君も精一杯のサービスぶりで，一行20人ほ

どがケーキと紅茶をご馳走になったんだが，誰も

買おうと言 う人がいない。たまりかねてつい「三

井さん， 1枚買いましょうか」と口にしてしまっ

たが，人情の機微というかなにか，白人や外国人

たちと我々日本人とはどうもこの辺が違うよう

だ。出された送り先のノートを見たら日本人の名

前がびっしり並んでいた。ひと月ほど経ってそれ

が届いたが，裏に 「呂ッ度笑 （おやじの名前？ ）

IZUMIさん」とサインしてあった。商売も手

馴れたものである。

半日タク 、ンーで廻ったとき，大きな牧場に牛や

羊ではなく茶黒い小馬のようなのが一杯いるのを

見た。何だろうと思っているうちに車が近づくと

見事な鹿だった。運転手に聞いたら全部西ドイツ

からの委託飼育だという。それでわかった。先年

ロマンチック街道の旅で，鹿肉料理の看板を随所

で見かけたが，食用にするほどの鹿はどこにいる

のかと，不思議でならなかったからだ。

ロンドンに数日滞在したある日， 三井さんにか

つて東京の三井さん宅にホームスティをしていた

娘さんの家を訪ねるけれども同行しませんかと誘

われた。オックスフォードだと言った。列車で出

かけて，街をぶらついてからその住所を確かめ

たら，何とケンブリッジだったのだ。ここから

は相当の距離である。タクシーで出かけたがずい

ぶん乗りでがあった。街の中心部から遠いところ

だったがようやく探し当てた。ククシーを待たせ
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ておいてロンドンヘ向ったが，夕方の交通渋滞は

どこも同じで，ずいぶん時間がかかった。相当の

距離と相当のクク、ン一代だったことを覚えてい

る。 ‘‘地理の先生でも，人間である以上は＂とあ

とで大笑いしたが，思い違いはあるもので， 三井

さんには失礼だが忘れられない想い出になってい

る。

オリエント急行で，パリ東駅からミュ‘ノヘン 2

泊とウィ ーン2泊の旅をご一緒したが，これは楽

しかった。

深夜12時に発車し，早朝ザルツブルグに着いた

が，乗降客の多いのに驚いた。さすがに音楽の都

だ。昼ころミュンヘソに着いたら，駅のホームの

先に大きな木のテープルが 2つ並んでいて，やっ
ゃ

てる，飲ってる。早速こちらも，まず一杯。この

街は 2度目だが，あの熱気に溢れるホフプロイハ

ウスのジョッキの味が忘れられない。

ウィーンは美しい街だと聞いていたが，さすが

であった。三井さんと例の馬車で一巡りした。中

世，近世の面影が偲ばれる街並みと， ドナウの対

岸に建つ近代的なビル群とが対照的だった。

幸運にもオペラ座で“蝶々夫人＂を観た。 3階

の舞台の袖の席で上から見下ろしているので，

蝶々さんの着付けのマズさ，白足袋は靴下，草履

はサンダルなどアラが見えすぎてうんざりした。

休憩時間に社交ホールヘ行ってみた。正装した

年配のカップルも多く，グラスを手にして談笑の

声も弾んでいた。僕もウイスキーを何杯か賞味し

ながら， 「あー，これがウィーンなのだ」と旅の楽

しさを味わった。

若き日の三井先生

大矢雅彦

（早稲田大学教台学部教授）

月日のたつのは本当に速いものだと思います。

三井先生が70オになられたと聞き耳を疑いまし

た。私が三井先生に最初にお会いしたのは，大久

保にありました資源科学研究所につとめておられ

た時で，おそらく 30オ代であったと思います。白

い実験着を着て，決して奇麗ではないうす暗い研

究所の中をいそがしくとびまわっておられた姿を

思い出します。

三井先生は法政大学で勉強をされ，法政大学の

教授になられた方ですが，若いうちはこの資源科

学研究所で研究されました。この間に水の地理学

的研究の基礎をつくられました。できることな

ら，私が三井先生にお会いする以前の研究所での

生活をどなたかが書かれるとなおよいと思いま

す。聞くところによると，研究所で寝泊りをしな

がら研究を続けられたようで，今日の豊かな時代

の学生あるいは研究者では想像もできない悪条件

下で頑張ってこられたようです。

三井先生を学問的に育てられた方で忘れること

のできないのは故多田文男教授です。多田先生と

三井先生との関係はとくに親しく，戦後の不自由

な時代に一時多田先生の家で生活を共にされたと

聞いております。多田先生は庶民的で非常に気さ

くな方でしたが， 三井先生とこの点共通していた

ように思います。

多田先生は先を見ることのできる方でした。そ

して自然地理のうち，地形学と気候学はかなり進

んだ，しかし，水の分野は未発達でまだ学問の体

系をなしていない，これからは水の研究をすべき

だとの考えを持っておられました。三井先生はこ

の指導にそって進まれたと思います。

三井先生と私は共に旅をする機会に恵まれまし

た。資源科学研究所の仕事として下北半島へ調査

にまいりました。今では想像もできない質素な調

査で，夜行列車により，お寺を借り切って三週間

も合宿で調査をしました。三井さんとはどんな困

難にもめげず，調査を遂行し，また夜ともなれば

こよなく下北の酒を楽しんでおられた姿を思い出

します。三井先生と下北の付合いはその後もずっ

と続いたようで，先日下北へ三井先生と行った大
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学院学生が自動車の中で先生が 「ああ，これで下
しま

北もお終いだ」と言われた時，何と返事してよい

かわからなかったとのことでした。それほど下北

の自然を，そして人々を愛されておりました。

このほか科学技術庁資源調査会の依頼で筑後川

へ行ったこともあります。お酒の飲めない私に合

せて，静かな瀬戸内海を立派な客船で旅して下

さったこともあります。

1972年私は早大より派遣されてオランダのエン

スケデという小さな町にある国際空中写真地理調

査所 (I.J.C.)で講師をつとめていました。その時

ユーゴースラビアの調査の帰りによって下さいま

した。ユーゴースラビアの調査がよほど大変だっ

たとみえ，オランダの IJCの宿舎をとてもよろ

こんで下さったのを思い出します。そして，一

タ，もっともオラソダらしいデルフトの運河の近

くの静かなレストランで食事を共にしました。

イソドの国際地理学会で三井さんが発表された

時には座長をしていたジョンズ ・ホフ゜キンス大学

のウォルマン教授の賞讃を受けられました。

以上は何れも三井さんの若き日の思い出であり

ます。

一般的に言って年をとると，新しい未知の国へ

行くのは大変抵抗感を持つようになります。 しか

し， 三井さんは年をとっても，新しい国々に出か

けられます。フランスでお会いした時，これから

言葉が通じない東欧の国々へ行く 。どこまで独り

で旅できるか試すのだと云っておられました。

聞くところによるとタクラマカンの調査もはじ

められました。70オの古稀をむかえられると云う

のに，心はなお30代の若さで，未知の世界に挑戦

しておられます。今後も今まで同様にいつまでも

若々しく，活動していただきたいと願うものであ

ります。

三井先生と資源科学研究所

沖野外輝夫

（信州人・学理学部教授）

長良川河口堰建設が社会的問題となっている。

陸水学会，生態学会といった直接関係の深い研究

者の集まりでも声明が発表され，その見直しを要

請する声は多い。長良川河口堰建設を含めて，木

曽三川の事前調査が行われたのは1960年代後半で

あり，当時信州大学繊維学部の小泉清明教授が代

表者であった。当時としては大規模な組織で取り

くまれ，陸水学者をはじめとして，多くの研究者

が参加，大部の報告書が公表されている。しか

し，それから20年以上を経過した現在では，環境

影響評価を目的として計画，組織されたものでは

ない同調査結果は当然現時点では評価に耐えない

部分があることを否定できない。

この木曽三川総合調査の 3~4年前，財団法人

資源科学研究所では中村守純先生を代表者とし

て，利根川河口堰に関係する 「利根川水産生物資

源調査」が行われていた。内容は河口堰建設に

当っての事前調査である。水産生物については淡

水魚類が専門の中村守純先生が担当し，水質 • 生

物環境を三井嘉都夫先生と倉沢秀夫先生が担当，

筆者も若輩の身で参加していた。この調査で，塩

水遡上，河川の水理等々，生物科学出身の筆者が

三井，倉沢両先生に教わった数々の知識は現在で

も大いに役立っており，記憶に残る感謝に耐えな

い調査であった。

筆者は1962年4月，資源科学研究所に助手とし

て入所した。隣の部屋に研究室を構えておられた

のが三井先生で，大学では学ぶことのなかった自

然地理学の基本を，前述した調査を通して，実地

に教えていただける幸運に恵まれた次第である。

そんなわけで， 三井先生の想い出は筆者にとって

資源科学研究所での生活と二重写しになって想い

出されるものである。

当時の調査はまだまだ機動力に欠けるものが多

かった。キスリ‘ノグをかついで，測定機器を手で

運ぶ，肉体労働である。埼玉県の中小河川，利根
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川と，途中バスを乗り継ぎながら， 1日2~3地

点の観測をして移動する調査は，今から想うと悠

長に感じるが，一面では楽しい，勉強になる野外

実習とも言える。昼はバス待ちの間に先生から地

域の解説を聞き，現場に着くと測定機器の取り扱

い，現場のデータを直に見，身体で覚える機会と

なる。宿に着けば，夕食をはさんで先人の逸話，

研究の事，社会の事，時には冗談など，即席のゼ

ミナールが先生を中心に開講される。若い筆者達

の耳には全てが新しく，新鮮な体験として血と肉

となっていった。

利根川の調査では必ず泊る椎柴の菓子屋旅館，

大きな部屋に先生を含めて若い我々も一緒に雑魚

寝し，時には近所の火事騒ぎに驚かされたり，家

人と親しくなったりした。現場でなくては得られ

ない地域の環境測定技術と地域研究の基礎はここ

での経験が大いに役立っている。その後，ネパー

ルやアフリカの片田舎に行ってもそれ程苦にせず

調査が行えたのもこの時の経験がものをいってい

る。

利根川は大河である（日本では）。自分達で舟

を漕いでというわけにもいかない。舟頭さんに

頼って20~30kmを遡上る。測定地点に着けば忙し

くても，途中は舟頭まかせの又とない野外観察の

時間となる。帰りには・ンジミの土産物もあり家人

に喜ばれることもあった。三井先生の調査は当時

にしては結構機動力のある，移動距離の大きい調

査でもあった。県庁の自動車を借りて面的な調査

の経験をしたのも三井先生指揮の調査である。野

帳の書き方，処理，筆者が覚えた研究の基本とな

るものも数多い。

もう一つ大切なことは調査前の準備，調査参加

者のマネージメントである。先生の人扱いは見事

なものであった。誰も不満を言うことなく，結構

しんどい仕事も和やかに遂行する。それでいて調

査の中身は全て行ってしまうという人心掌握術で

あった。筆者がその術をどれ程盗み得たかは定か

ではないけれども，以後ずい分と役立っているこ

とは確かである。

1965年頃と言えば先生の年齢は40オ台の筈であ

る。当時の先生は法政大学文学部教授であったと

思うけれども，国立大学を停年後の二度目のお務

めと誤解していた人も居た。それ程大人的であっ

たということかもしれない。

資源科学研究所の先生の研究室の特徴は，非常

に自由で，ざっくばらんな気風であった。勿論，

先生自身は身内には大変厳しいという風評もお弟

子さん達から聞いている。筆者のような隣の弟子

には少々甘いところもあったのかもしれない。

資源科学研究所は閉所してすでに20年を越えて

いるが，懐しい，想い出の多い研究所である。春

には構内のソメイヨヽンノが道に花のトンネルをつ

くる。そんな時には夕方になると花の下にゴザを

敷き花見酒となる。率先して現われるのが三井先

生であり，地質の松井，桑野両先生，それにつら

れて事務の女性達が加わり，楽しい一時となる。

今でも花見時になるとその光景が目に浮かぶ。

研究があまりにも時間に追われた，目的意識の

強い現代ではあるけれども，資源科学研究所での

自由な，貧乏ではあるけれども余裕のある生活と

研究の体験は今でも若い研究者に必要ではないだ

ろうか，とふと思う時，三井先生のお顔が目に浮

かぶ。先生がいつまでもお元気で過されることを

願って筆を置くことにする。

三井さんの印象

阪口 豊

（専修大学文学部教授）

三井さんと初めてお目にかかったのがいつだっ

たのか思い出せない。私は東京大学で恩師の多田

文男先生について学部学生の時代から資源科学研

究所に出入りしていた。多田先生は三井さんの恩

師でもあり，その頃から親しくして頂いていたよ

うに思う。大学院生の時代には研究所の 4日勤務
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の非常勤所員になり，その後，東京大学の教官に

なってからも研究所が国立科学博物館と合併する

までかなり図図しく出入りさせて頂いていた。三

井さんは研究所の 2階の北側の一番東よりの部屋

に陣取り，時代物の実験台とストーンテーブルの

間の狭い空間に，これまた時代物の机を置くとい

うよりは，はめ込んだといった恰好で，その前に

小さな体をいつも白衣に包んですわっていた。

私は三井さんの部屋の向いの，元法政大学教授

の浅井さんと市瀬さんの部屋の一隅を使わせて頂

いていたが，ー仕事終わった夕方に三井さんの部

屋に顔を出すのを楽しみにしていた。三井さんは

法政大学の二部を教えておられたので，いつもお

会いできるというわけではなかったが，部屋にお

られる時には，また何人かの法政大学のお弟子さ

んがいることが多く，話がはずみ，時には中野駅

前の飲み屋にくり出すこともあった。

三井さんと一緒に調査や旅行をしたことも何回

かあった。入所してすぐに行った総理府資源調査

会の中川流域の調査では，見沼谷の泥炭地の調査

を手伝って頂き，その成果をもう一人の方と 3人

の連名で資源研彙報に発表した。そのほか，埼玉

県下の調査で2回ほど三井さんのお供をしたこと

があるが，いずれも地下水関係の調査であったよ

うに思う。

同じ資源調査会の仕事で四国の吉野川流域の調

査に御一緒したこともある。祖谷谷・阿波池田・

林の土柱などを見た。徳島市の県知事公認のスト

リップ劇場で，かぶりつきで見ていた三井さんの

満足げな顔が印象に残っている。

私がヨーロッパなどの遊学から帰った1970年の

夏の初めに，三井さんから，当時千葉県庁にいた

今は亡き白井さん（法政大卒）の案内で茂原・東

金あたりをまわるエクスカーショ‘ノのお誘いをう

けた。その目的が何であったか，お供の気軽さか

ら何も憶えていないが，途中，白井さんのお宅に

泊めて頂き，また東金の料理屋で歓待を受け，大

変楽しい旅であった。文部省の環境科学特別研究

の関係で現地討論を富士 ・吉原地区で行ったが，

この時の現地のお膳立ては三井さんがやられた。

私が三井さんと御一緒に旅行したのはこれが最後

であった。

もっと三井さんと御一緒に旅行しているはずで

あるがどうしても思い出せない。そして旅行の時

の三井さんの行状についても徳島のストリップ劇

場以外はどうしても思い出せないのである。三井

さんはお酒が強く乱れることがなく，いつもニコ

ニコしておられるから，どんな場面でも，私の三

井さんの印象はいつも研究所の部屋でお目に掛っ

た時の笑顔の三井さんなのである。

私が資源研に入所した初めの頃， 三井さんは病

気というものを知らない不思議な存在であった。

ある時身体の不調を説明するのを聞くと，どうや

ら風邪を引いたらしいことがわかった。お聞きす

るところによると，父君も病気知らずであったそ

うだ。人間は病気持ちの方が用心するのでかえっ

て長生きするようだ。その後， 三井さんも病気持

ちになり，大病もされたと聞く 。そしてめでた＜

古稀を迎えられた由，これからも益々お元気で笑

顔を見せて下さることを祈っている。

三井先生とのご縁

山寺謹哉

（窮修大学文学部教授）

三井先生とは永いおつき合いでして，最初にお

会いしたのが何時ごろであったのか，どういう

きっかけでおつき合いさせて頂くことになったの

か，何せ古い話ですので今ではすっかり忘れてし

まし、ました。

私の手元に昭和26年 9月現在の「日本地理学会

会員名簿」がありますが，それによりますと先生

はその頃資源科学研究所（通称 ・資源研）に居ら

れたようにうかがいます。もっとも先生は自然地

理学，私は人文地理学ですので，お互いに地理学
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研究として共通はしているものの，細かく言いま

すと専攻を異にしていますので，専攻を通しての

おつき合いというものは全く無いといってよいの

です。やがて先生は先生の母校法政大学の若手教

員として教壇に立たれることになり，当時私も専

修大学の助手か講師の頃でしたので，お互いに隣

組の大学に勤務致すことから意気が通うようにな

り，それからというものは今日もなお先生とおつ

き合いさせて貰っているわけです。それに先生と

私は同じ大正11年生れで，古風なことを言います

と笑いの種になるかも知れませんが，同じ戌年生

まれなものですから気性もよく似かよっています

ので，先生とつい話が合うのかも知れません。

古今書院発行の雑誌「地理」に連載で全国国公

私立大学の「地理学教室案内」が載っています

が，同誌の34巻 9号に先生が法政大学地理学教室

の案内記事をお書きになっていますが，それを読

みますと他大学の地理学教室にひけをとらない充

実した法政地理を感じます。それはその裏方とし

て何十年ものオ月を頑張ってこられた先生のおカ

垢いがあったればこそという思いが致します。

また，先生には地理学教室の発展ばかりに尽く

されただけではなく，母校法政大学の野球部長と

して東京六大学に法政大の野球部の名を轟かせら

れたとお聞きしていますし，理事として，学部長

としても母校のためにご尽力されましたことは私

もよく存じております。先生ほど母校のためお尽

くしになられた方は他にそれほど多くはないと思

います。

一寸大袈裟な言い方かも知れませんが，日々秒

読みのスケジュールに追いまくられていらっしゃ

るご多忙な先生に，専修大学の講義をお願いした

ことがありました。その時は急に担当者を見つけ

ねばならなかったのですが，正直いってなかなか

見つからずとうとう先生にご無理を申しましたと

ころ，実に快よくお引受け下さいまして 「ほっ

と」しました。いまでもその時のありがたかった

ことはしっかりと覚えております。その頃の専修

大学の地理学教室の機械器具類はいまほど充実し

ていませんでしたので，さぞかし授業にご不便を

お掛けしたのではなかったかと思っています。そ

れでも先生には毎週練馬のお宅より生田校舎まで

お通い下さいました。先生がご出講下さる日に私

も丁度出講していましたので，毎週先生とお会い

出来るのを楽しみにしていました。持ち前の明る

いご性格は誰もが親しみを感じ，それがまた先生

のお得なお人柄のせいだといえましょう 。しか

し，先生の専大通いも僅か二年でしたが，専修大

学の学生にとってもその間は有益であったことと

思います。先生が専修大学を辞められてから暫く

法政大の先生が専修大学に来られるのは途絶えて

いましたが，現在は佐藤典人先生が専修大学に来

ておられます。さすが三井先生が手塩にかけて指

導されてきた方だけに，充実した授業をされ専修

大学の学生も佐藤先生のご授業を楽しく聴講して

います。

私もまた 7, 8年前から隠年ごとに法政大学に

出講しています。以前は授業が終われば三井先生

とお会いし，世間話を一くさりやって帰るのを

“くせ”にしていました。このところ私の都合で

出講曜日を変えましたので，先生と久しくお会い

しておりませんが，それでもたまにお宅に電話を

致しますと，相変わらずお元気なお声を聞くこと

で，私も頑張らねばと感じ入っています。

折角の先生とのご縁，今後も一層強く続いてい

くことを願っています。

「ナヌス」 と三井嘉都夫先生

吉野正敏

（愛知大学文学部教授・日本地理学会会長）

法政大学における1968年からの私の 6年間に その中でどうしても忘れられないのはユーゴスラ

は，三井先生に関するいろいろな想い出がある。 ビアでの海外調査である。法政大学にとっても初
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めて，私にとってももちろん初めての共同研究で

あった。日本から外国にでかけて行なう地理学的

な海外調査は，グループで行なうにせよ個人で行

なうにせよ，今日ではめずらしくない。しかし，

その当時は数も少なく，ユーゴスラビアでは前例

もなかった。

「関東平野に冬よく吹く ‘‘空っ風”しま乾いてい

て冷めたい。日本海側では陰うつな天気で降雪，

太平洋側は青空で乾いていることを思えば，これ

はフェーソである。しかし，どうして冷たいか。

“冷たい乾いたおろし風をボラという＂ならば，

“空っ風＂はフェーソであるか，ボラであるか 」

このような課題をもって，ボラの本場のユーゴ

スラビアのアドリア海岸で，局地風の調査をし，

関東の‘‘空っ風”と比較しようとして，共同研究

を始めた。風ばかりでなく，局地風にかかわる水

文・植生・土地利用などについても総合的に研究

しようということで， 三井先生もその調査隊の一

人であった。

現在，大ゆれのユーゴスラビア連邦共和国は六

つの国からなるが，その最北のスロベニアにはボ

ラが非常に強いアイドフッチナ盆地がある。1970

年秋のある日 ，われわれ数名の隊員はここに滞在

して居た。風が吹く日は風向・風速などを測器を

使って観測，風が吹かない日は偏形樹による風の

推定のため，偏形樹を 1本 1本調べて廻るという

毎日であった。

三井先生の偉いところは，こういうとき，風の

観測や偏形樹の調査に全面的に参加し，全く隊員

の一人として行動されることである。けっして，

「水文学の専門家だから水の調査をやらせろ」と

言わないところを，私は内心とても感心してい

た。先輩格の三井先生を私は“使ってしまっ

た！！＂ことにもなるが，隊全体の成果をあげるの

には非常によかった。後で聞いたことだが，文部

省の科学研究費によるあまたある海外調査の中で

も，このユーゴスラビア調査は注目すべき成果を

あげたそうだ。もしそうだとすれば， 三井先生の

この姿勢が隊全体を動かしたためと思う 。

偏形樹の調査は 2人が 1組になって調査地域を

廻って調べる。調べた結果は，夜，隊員全部が

集ったところで報告し，地図にプロットしてゆ

く。偏形樹の測定項目は，当然，地点ごとに，そ

の方向，グレード，樹種，樹高などで，これらが

あらかじめ決められている。ここで問題なのは樹

種である。方向はクリノメーター，グレード，樹

高などは目測だから言葉を要しない。ところが樹

種はその地域にたくさんあって名のわかっている

のはよいが，どうしてもわからないものがある。

サンプルの枝をとろうにも場合によっては不可能

なこともある。

「その場合は，その土地の人たちの呼び名でよい

から，それを聞いて記録して来い」

という隊長のきついお達しがでている。これを実

行するにはスロベニア語ができなければならない

筈だが，そこは隊長は知らぬふりをしている。

ある日の夕食後，例によってその日の結果を報

告するミーティソグが始った。「鈴鹿おろし」や

「伊吹おろし」の研究を風の観測や偏形樹の調査

で行ない，その論文でいまは理学博士の学位をと

り，教授にもなっている大和田道雄君はその当

時，確かまだ大学院生であった。三井先生は大和

田君とグループになって調べて来たその日の偏形

樹の測定結果を報告していた。

隊長が聞いた。

「その樹の名前は何と言うのかネ」

答があった。

「ナヌスです」

隊長もスロベニア語はからっきしダメなのだ

が，どこかでその名を聞いたと思った。が，それ

が何かは急には思いだせなかった。三井先生が続

けた。

「やはり若い人は言葉を覚えるのが速いですナ。

大和田君はその樹の名を農家の人にスロベニア語

で聞いたのでス。偏形している樹の幹に抱きつい

て何という名前なのか聞いたのですから確かで

ス」

地図を見ながら，この報告を聞いていた隊長は

地図に， Mt.Nanusという名を見つけた。結局，

「農家の人は，その偏形樹のうしろにそびえる山

の名を答えたのだ」という議論の結果となった。

「あの動物は何と呼ぶのか」
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「カンガルー (Idon't know)です」

という，オーストラリアでの白人と原住民の会

話に似た物語を創造するところであった。その

後，何度かこのナヌスという山の近くを旅行した

が，いつまでも三井先生と大和田君のナヌス物語

りは忘れられない。

三井先生の偉いところは，もうひとつある。こ

ういう偏形樹の調査をやりながら，水文学的資料

を集め，研究をまとめられた点である。この号の

読者は， 三井先生が，法政大学文学部紀要や地理

学評論に，ユーゴスラビアの水文学的研究の論文

を発表されたことを知っていることと思う。

（元ユーゴスラビア研究調査隊長）

長くごいっしょした同僚として

鴨 澤 巖

（法政大学文学部教授）

法政の地理学科はむかし夜学だった。ぼくは19

53年（昭和でいえば28年）の 6月であったか，今

ほ故人となられた多田文男先生から「明治でも法

政でも好きな方に行きませんか」と，今の人が聞

いたら卒倒しそうなありがたいお話しがあって，

それまでどちらとも無縁だったから迷ってしまっ

たが，どうも明治は労働がきついときいて，体に

自信がなかっただけにーも二もなく，法政にお願

いしますと御返事申し上げた。既知の小原先生，

石母田先生，柘植先生などがおられたこともぼく

を法政に傾かせた。9月からとりあえず非常勤講

師，翌年4月から専任講師に採用され， 三井先生

と，また渡辺先生と同僚になった。

もっとも，その前からぞんじあげていた。とい

うのは，法政の地理は，くりかえすが夜学だった

から，スタッフは昼間はどこかよそにいて夜にな

ると法政にくるのだが，その昼間， 三井先生は大

久保の資源科学研究所におられ，この資源科学研

究所でしばしばお見かけしたのである。ぼくは同

じ資源科学研究所に居られた入江敏夫先生を頻繁

にお訪ねしたのであった。三井先生はたいてい試

験管を振っておられたが， その頃は相当に痩せて

おられた。今からは想像のほかである。

同僚としての長い年月のなかでもとくに忘れら

れないのは1970年前後の例の大学紛争の頃のこと

である。三井先生はつい最近物故された池島重信

氏が学部長だったとき教授会主任を依頼され，池

島先生がおやめになったあとはしばしば学部長の

任にあたられた。ぼくも紛争の盛りにやらされた

が，すぐ病気でたおれたためわずか半年でやめて

しまい役立たずだったが，三井先生は頑健でかつ

有能でおいでだから，長期にわたって難局に対処

された。

法政では先年，長年総長をつとめられた中村哲

先生が最後には石をもて追わるるごとく法政を去

られた。中村先生にたいする評価には， 三井先生

とぼくとで食い違いがあるように思うが，そのこ

ととは別に， 三井先生が長い間，たいへんな時期

の文学部長として尽力された功績はたいへんなも

ので，文学部教授会の一員として感謝している。

三井先生の一面ということであるが，学生のコ

ンパで，近頃はそんな雰囲気もさっぱりなくなっ

てしまったが，かつては教員もしばしば歌を唱わ

された。ぼくは自他共に認める音痴で，うっかり

唱えば公害だからいかなる甘言にもけっして唱わ

ないのだが， 三井先生は歌もお上手で気持ちょく

唱われる。それはしばしば 「おれは河原の枯れす

すき」であり，とぎに偽悪的に 「芸者ワルツ」で

ある。かなりお酒をきこしめしたあるとき，多少

吐き捨てる口調で， 「小学唱歌みたいな行俵よい

ものは大嫌いだ」といわれた。偽善を感じられる

のであろうか。これは，人生意気に感じる肌合で

おられ，人をまず信じ，抱擁力に富む気質でおら

れることからきているのであろう。その気風は，

思うに，おおらかな御家族の中で青少年期をすご

されたうえに，近隣相助ける故郷吉原 （静岡県）
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の気風によっても培われたものなのではないだろ

うか。任侠の風も吹いているかも しれない。

三井先生は講義中に，御自分でしょっちゅうい

われるように，よく「どなる」。学生がうるさくする

からである。ぼくなどいい加減なもので，出席を

とらなければうるさい学生なぞいなくなるとばか

り，出席をとらない。だから静かなものである。

だがこれば学生には二通りあって，信用できる

学生が一方にいるかたわら，他方には信用できな

い学生がいるという考え方かもしれない。三井先

生は善人だからすべての学生を信用し，うるさく

されるとその信用が裏切られたわけだから大声出

してどなることになるのであろう。まった＜偉い

ものである。

おやめになったらどうか体調に御留意になり，

人生の後半を充実しておすごしください。以前三

井先生にたいして人々は「胸がやけるってなんの

ことだか知ってますか」とか「風邪ってひいたこ

とありますか」とか，からかったものである。そ

れほど並みでない健康の持ち主でおられた。最近

でも一向に衰えず， 1991年の夏には「齢70に達し

てタクラマカ‘ノを訪れた人はあなたが初めて」と

中国人も口あんぐりだったとか。ところで世間で

は，ー病息災という。無病息災よりー病息災の方

がよいはずもないが一病あれば人は健康に留意す

るからであろう。どうか健康にお気をつけになっ

て，楽しく充実した後半生をお送りください。

今まで長い間いろいろお世話になりました。あ

らためて，感謝いたします。

若かりし頃の三井先生

佐々木茂

（法政人・学通信教育部指羽溝師）

三井先生にはじめてお会いしたのは太平洋戦争

後の社会混乱がまだ続いていた1948（昭23)年で

あった。暗い電燈の下で当時の食糧危機を打開す

るために荒蕪地の活用という面から砂丘草地につ

いて熱っぽく早口でしゃべりまくっていた。所は

神田駿河台にあった定時制高等学校の木造校舎の

一郭， 「人文地理」の授業であった。先生は教科書に

ない問題をしばしば取り 上げて授業中に話され

た。上記の他にも毒水問題や小貝J11が利根川に合

流する地にあった小文間村（現・取手市）を例にし

て水害問題をたんなる自然災害として片づけられ

ないことを艘々述ぺられた。昼間の労働に疲れ空

腹を抱えて登校してきた夜学生達は十二分に先生

のお話を理解できただろうか。しかし，先生の熱

心な授業には誰れしもが皆聞きいった。とりあげ

られる問題は戦争で荒廃した国土復興上，必要欠

くべからざる問題であり，時事的にも最先端の問

題であった。当時の先生は資源科学研究所の研究

員であった。旧日本陸軍の化学研究所跡を利用し

た古色査然とした研究所であった。住宅不足の時

代であったので，先生は研究室に寝泊りされてい

た。先生は研究の傍ら私達が通う夜間高校の教師

をされていた。ご自分が研究されている問題の一

部をその時々の授業にあわせてお話しくださった

のだろう。ある時はご自分で5万分の一地形図の

裏面を利用して（当時は物資不足のため模造紙な

どは入手困難だった）図表を作成し，黒板いっぱ

いに貼付してお話されたこともあった。今にして

思えば学会発表，研究会での発表のリハーサルを

なさ っていたのではないだろうか。私達は高校生

でありながら大学なみの授業をうけていたことに

なり，大変幸せだったことと思う。とにかく先生

の熱心な授業には皆敬服されていた。

その中，誰れ言うともなしに，先生が勤務され

ていらっしゃる研究所を訪ねてみようということ

になり級友数人でお伺いした。先生の研究室に通

された。部屋の中に大きな木製の机 （先生のご自

宅の研究室で現在もご使用されている）や実験

台，古ぼけた実験器具が所狭しと乱雑におかれて

いた。この時先生と何を話したかは忘れてしまっ
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た。これを機会に私達は先生のご迷惑も考えずに

度々研究所をお尋ねするようになった。ある時は

研究室に泊めていただいたこともあった。戦争で

学業を中断・足踏みさせられ，戦後夜間高校で勉

強した私達にとって，学究一筋に生きる先生のお

姿に深い惑銘をうけた。研究室の雰囲気，学問へ

の憧憬がより一層私達を先生に近づけた（後日談

になるが1950（昭和25)年当時の世相からみて，夜

間高校卒業後，級の大半が大学に進学したのは珍

しいのではないかと思う。 これも先生の影響あっ

てのことと思う）。

当時 (1950年頃），先生の研究室には常に大き

なリュ ックザックがおいてあった。河）1|水の採水

器具ー式が入れてあった。利根）II,江戸）II,荒

川，多摩川等の河川水を一週一回定期的に採水し

懸濁質を分析されていた。 また豪雨があると不定

期にも採水されていた。そのために何時でも出か

けられるように採水器具ー式を入れたリュック

ザックを用意されていたのでした。雨が降ると嬉

嬉として出かけるので，ご自分のことを 「雨蛙み

たい」だと 言っておられた。また雨の中，橋上か

ら器具を川面に下ろして採水していると，弥次馬

が雨中にも拘らず寄ってきて，じっと興味を持っ

て水面を見つめており，汲み上げられてきたのが

水だと分ると，「なあ～んだ」と言わんばかりに

散っていくと面白そうに話されたこともあった。

先生は学問だけのお人ではなかった。生徒に対

して大変 「情」に厚い人でもあった。1948（昭23)

年頃の夜間高校に通う生徒は文字通り苦学生が多

かった。「住み込み」という形で慟きながら通学

している生徒も多かった。職と 「食・住」が一体

になっているので地方から上京して働きながら学

ぶ者にとって便利であった。しかし，展用主と意

見が対立し「こんな仕事，止めます」と言って職

場を飛び出す生徒もいた。職を失った時，「食・

住」も失う。こんな生徒が先生の研究室に転がり

込んでもきた。先生は生徒の良き相談相手となっ

て下さり， 2~3日の「食・住」の面倒も見られ

ていた。そして生徒を元の鞘に納めたり，新しい

職場を世話したりもしていらっしゃった。研究に

お忙しい身でありながら生徒の面倒を本当によく

みて下さった。

高校を卒業し大学に入学しても先生の許によく

集まった。早大や千葉大など他大学に入学した者

も研究室や，先生のご結婚後は新居にまで押しか

けた。先生が渡良瀬川の河床変動をご研究されて

いた頃，早大生のYが学友を連れてきて，先生と一

緒に渡良瀬川の中に入り煉瓦や礫の流送状況の調

査を手伝っていた。専攻科目の全く違う他大学の

学生がハイキングにでも来たように楽しそうに調

査にお付き合いしていたのも先生のお人柄の一面

を表わすのではないでしょうか。40年も前のこと

が昨日のことのように懐かしく思い浮んできます。

下北半島の調査，中川流域の調査，その他数多

くの調査で先生のお手伝いをさせていただきまし

た。その度毎に数多くのことをお教えいただきま

した。曲りなりにも学問らしきものに取りすがり

ながら今日まで私がこられたのも，駿河台のあの

木造校舎の教室で先生にお会いできたからです。

私も頭に白髪を見るようになりました。これから

も先生にお教えいただき学んでいきたいと思って

います。

三井嘉都夫教授と私

野田 亘

（法政人・学第;-教投部教授）

地理学に全く縁のない私が，三井先生を知った 年にもなる。この間，三井先生を介して多田文男教

のは，1964年，文学部の事務主任になったときであ 授にもお近づきを願うことにな った。多田先生

る。ふり返ってみると係として日常の仕事を通じ は，まだ若かった私に何かと目をかけて下さり，私

て，いろいろお世話になってから，今日までもう27 立大学はどうあらねばならないかとか，そこに職
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を奉ずる者の心得などについて細かい指導をもし

て下さった。丁度その頃，三井先生や地理学科の

先生方と，アスワン・ハイダムの学術調査などを企

画したが，これは予算の都合で実現しなかった。

1960年代の後半といえば大学紛争が日増しに激し

さを加えつつあった頃で，数少ないOB教授であ

られた三井先生の御心労は並大抵のものではなかっ

たであろうとおそば近くにいて思ったものである。

1972年，庶務課長の時，地理学科の吉野正敏教

授を団長とするユーゴスラビアの季節風 「ボラ」

の調査研究の隊員に加えていただいたので，大学

からヨーロッパの大学事情視察の許可を貰い，同

行した。もっぱら兵姑要員ではあったが，いくら

かお手伝いさせていただいたと思っている。この

調査旅行でも三井先生に何かとお世話になったこ

とは今も忘れられない。現在連邦軍とクロアチア

側軍との内戦で揉めているユーゴスラビア・クロ

アチアのザグレブで， 三井先生が以前講義をされ

たという教室を案内して貰ったが，あの大学は今

度の内戦の混乱でどうなっているか，何となく気

がかりである。

三井先生は一行より遅れてベオグラ ー ドで合流

されたのであるが，そこで飲んだワインが特別美

味しかった。最近は内戦のニュ ースを見るたびに

三井先生とくみ交したワインの味を思い出し，往

時を懐かしんでいる。

私はその後調査隊と別かれ，ヨーロッパを廻っ

て帰国した。それから数年たって， 三井先生から

「野球部長になってくれないかと声がかかってい

るのだが野球のことは全く知らないので迷ってい

る。どうしたものだろう。」 と相談を受けた。おそ

らく運動部のことなので私に相談があったのだろ

うと思う。私は 「部長は野球を知らなくても，監

督もおれば，コ ーチもいる。その点は全く心配は

ない。むしろ六大学の野球部長は，大体その大学

の卒業の教授がなっているのが当り前で，他大学

出の教授が部長になったら，六大学にならなくな

る。三井先生，是非お受けになって下さい。」 と

言ったことを今でもはっきり記憶している。私の

一言で決心されたかどうかはわからないが，とに

かく三井野球部長が誕生した。

野球部がその後大学野球界で勝ち星を重ね今日

に至っていることは， 三井先生の部長としての目

立たないお力が大いに貢献しているのでなかろう

かと思う。

三井先生は地理学者として御自身の研究を重ね

られるだけでなく，多くの卒業生を研究者として

育て，なお，そのうえに野球部の学生，さらに他

の運動部の学生までもよく面倒を見て下さった。

このことは法政大学を愛し，後輩を育成しようと

する先生の母校愛のあらわれであり，我々後輩の

学ばなければならないところである。

おわりに， 三井先生の益々の御壮健と御活躍を

祈念して筆をおく 。

三井嘉都夫教授を送る

濱田義文

（法政人・学文学部教授）

三井嘉都夫先生には，定年延長期限が猫了して

いよいよ法政大学教授の地位を去られる。さぞ感

無量のことと拝察される。先生は法政大学の出身

であり，在職42年に及び，その間私が知るだけで

も，学部長・大学院議長 ・理事等の学内の要職を

歴任され，また野球部部長の大役も こなされた。

文学部の文字通りの重鎮であり，先生の退職は文

学部の歴史の一つの区切りをなすものと思われ

る。学内外での先生の功績については然るべき人

が語られるであろう。また先生の学問上の業績に

ついても私は専門を異にするので語る資格がな

い。私は文学部の同僚として教授会や懇親会等の

席を通じて自分の知る限りでの先生の人柄の一端

について語ることにした。

私は昭和48年4月に熊本大学から法政大学文学

部に転任したが， 三井先生はその時の学部長で

- 91 -



法政地理第20号 1992年

あった。当時は全国を風靡した大学紛争がやっ と

鎮静化に向かっていた時期であったが，法政大学

内ではまだ勢いが残っており，騒然たる日々の連

続であった。私が出席した最初の教授会では大学

構内の騒音のため審議が聞きとれないような有様

であったことを記憶する。それが当然のような状

態であり，学外に場所を移しての教授会もしばし

ばであった。その中で学部内を取り継め，大学全

体のかじ取りに懸命に奔走される学部長の姿が印

象的であった。私は詳しい事情を知らず傍観する

だけであったが，心中では学部長の苦労の甚大で

あることを思った。しかし学部長は精力的に仕事

をこなされただけでなく．明るい雰囲気でもって

楽天的に行動されたように思う。当時の困難な情

況の中で異例の 2年間の学部長職を務めあげられ

たところに， 三井先生の心身両面での強靱さと柔

軟さが窺われる。

あれから早くも18~9年が過ぎたが，三井先生

についての当時の印象は変らない。先生はその後

も煩労をいとわず，様々の機会を通じて学内の事

態改善のために努力を続けられた。それは成果よ

り苦労の方が大きかったのではないかと思われる

が．それらの仕事を引き受けられたのは，持前の

屈託のない積極的な性格によるだけでなく，法政

大学に対する強い愛着によるものであったと思わ

れる。その気持ちはさりげない言業の端々に感じ

られ．時に厳しい批評の言葉の中にも感じること

ができた。先生は法政大学を生涯の活動の天地と

して心得られ，そこに大きな喜びを感じておられ

たに違いない。それが先生の人柄の．困難を乗り

越える明るさや楽天性の秘密であると私は解す

る。二年前の法政大学の卒業式で，前大戦中の戦

没学徒のための特別の卒業証雷授与が行われた

が， 三井先生が令弟の遺影を掲げて卒業生席の最

前列に着席された姿がふと眼に浮かぶ。

先生の開放的な人柄には，さらに地理学の中の

陸水学を専門とされる研究の国際性も関連してい

るであろうと想像する。多くの外国旅行・探検・

調査と外国生活の経験とが，視野の拡大と思考の

幅広さをもたらしていると思われる。そこには旺

盛な知的探究心があり．それが身軽で力強い行動

力と結びついている。いつか外国旅行から帰国さ

れたその足で教授会に出席され，そのあとの会合

で旅行の話を伺って ，その精力的活動に感心した

ことがある。

今度，日中合同科学探検 ・法政大学ククラマカ

ソ沙漠調査が二年間で実施されることになり，先

生はその総隊長になられた。タクラマカンとは，

ウイグル語で 「入れば出られない」という意味だ

と，先生は書いておられる（「法政」1991.6)。

日本の国土面積にほぼ匹敵する世界第二の大砂漠

であり，極乾燥地帯では昼夜の温度差が大きく，

夏の日中は50℃近くまで上がり，夜は零下10℃に

なることもあるという。今回の調査はその中の河

JI|流域の一部に限られるようだが，調査規模の雄

大さと学術探検の意義の大きさは門外漢にも推察

される。先生はその文章を 「死の海への挑戦」と

題しておられるが，先生の力強い意気込みが窺わ

れる。多人数によって組織される日中合同探検調

査の総隊長として先生はまさに適任であり，先生

の法政大学での最後を飾るにふさわしい仕事であ

ると思われる。この大事業の成功を私は祈ってい

る。

先生が法政大学教授の地位を去られることは大

変寂しいことであるが，しかし決して悲しむぺき

事柄ではあるまい。物事には初めがあり，そして

また必ず終りがあって，それによ って完結する。

先生にとって大きな人生の区切りであるが，それ

を通じて先生の仕事は後続の人々によって継承さ

れ発展させられるだろう。先生自身においても，

その区切りを経てさらに新しい人生の眺めが展開

するに違いない。人生の行路には年齢に応じて常

に夫々の苦難と喜びがある。学問研究に携わる者

にとっての大きな幸せは，その仕事に終りがない

ことである。先生の学問研究の道はこれからも継

続されるであろうと期待している。

法政大学の発展のために尽くされた先生の永年

にわたる絶大の努力に対して，私は文学部の同僚

の一人として心から感謝したい。先生には何より

もまず健康を大切にされ，新たな心境でこれから

の生活を先生の最も望ましい形で喜ばしく充実し

て過ごされるよう念願してやまない。
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三井嘉都夫教授と私

廣岡治哉

（法政大学経営学部教授）

自由で開放的に学問を楽しめる大学にしたいと

いう只それだけの願いから， 三井さんと私は結ば

れた。それは昭和56年のことであった。

当時法政大学は多摩に全学移転すべきかどう

かが問われていたが，私は，法政大学の長期的な

発展戦略からみて，市ヶ谷の有利な地点を放棄す

べきでないという意見を持っていた。日本には，

アメリカやイギリスのように，地方で寄宿舎も具

えた大学キャソバスを建設できる可能性はなく，

むしろヨーロッパ大陸にみられるような都心立地

の都市型大学の方が，私学経営上有利であるとい

う考えであった。多摩にカレッジタウ｀ノを建設し

うる可能性はないという判断であった。三井先生

と私は，この点で一致した。

それと同時に，法政大学が余りにも政治的に動

機づけられることに危惧の念を持ち， 自由にオー

プ‘ノに意見をたたかわせて，代替的な進路のプラ

ス・マイナスを勘案して，ベクーな選択を採用す

るというシステム的アプローチを，大学運営のた

めにも採用するべきだという点でも，意見が一致

していた。昭和56年に，今井則義教授を総長候補

者として推し，ともに理事候補者として立候補し

たのは，このような動機にかられてであった。そ

の結果，昭和56年から昭和59年まで 3年間，法政

大学理事として共に働くことになった。三井先生

の大学理事としての働きぶりが，誠実そのもので

あったことは言うまでもない。私は，三井先生が

1期3年間でなく， 2期6年間続けられればどん

なに法政大学のためによかったかもしれないと

思っているが， 2期続ける条件がなく，ともに 1

期で引退することに決めたことについては，母校

のために粉骨砕身したいと考えておられた三井先

生としては残念であったろうと思っている。

三井先生と私が，このような親交を昭和56年に

なって突然結んだわけではない。昭和49年当時，

まだ大学紛争が続いていた時に，共に学部長とし

て大学紛争の収拾のために苦労してきたという経

験のなかで，お互いに大学正常化(normalization)

のためにつくしたいという気持ちで共通するもの

を持っていたことを知っていたからである。当時

の学部長会議の頻繁さは，記録的なもので，平常

時のものとは比べ物にならなかったから，お互い

気心をよく分かったのである。

東京六大学野球のテレビ中継放送を見て，三井

先生がダッグアウトのなかで，監督とともに座っ

ていらっしゃるのをみて驚いたことがある。後に

酒を汲み交わしながら，野球部長としての勤めぶ

りを伺ったが，部長になった時には野球のことは

何も知らず，ーから勉強したこと，六大学の試合

の時にはいつもベンチに入ることにしているとい

う話を聞いて，全く驚いた。私も長い間，ボート

部長をしているが，学会とか研究会，或いは外国

出張といっては，大事な試合の時にも選手の傍ら

にいないことが多いのに比べて， 三井先生の誠実

な部長振りに感心して，その後できるだけスケ

ジュールを調整して，ボート部のために尽くさね

ばならないと自戒したものである。

三井先生が，自然地理でなく，人文地理の専攻

であったならば，交通経済学を専攻する私と，仕

事の上でも，もっと関係が深く，議論もたたかわ

せる機会が多かったことだろうと思う。しかし先

生と酒を汲み交わしながら，先生がスウェーデン

のウプサラ大学に留学された時のことを話された

り，国際会議での報告の話しをされ，私がイギリ

スや国際会議の模様を話たりした時には，同じ研

究者として共通するものがあり，今でも楽しい思

い出として記憶に残っている。
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ド‘ナウ，タクラマカン

堀江拓充

（法政大学文学部教授 ・文学部長）

三井嘉都夫先生が古稀だという。あの御元気そ

うな若々しい日常の御様子からは考えられないほ

どである。停年退職なさるには惜しい。残念だ。

大学の制度がそうであれば，私達は先生を見送る

しかなし、が。

先生の学問の性質や業績，大学の理事，野球部

部長等についての御苦労は語るに他に適切な方が

いるであろう。退職記念号ということであるにも

かかわらず，雑感を綴るしかない。

先生と雑談したうちで，記憶に鮮明な二つほど

の御教示を記しておきたい。一つにはドナウ河の

JI|岸の様子についてである。かつて先生は専門の

学者の眼で河川流域を詳しく御覧になったらし

い。私は 6年程前，ウィーンからベダペストまで

ハイドロフォイルで下った。280キロほどを 5時

間前後かかったろうか。脈々と流れる大河に身を

任せて，オーストリア，ハンガリー，チェコスロ

ヴァキアの国境周辺を旅行者の眼で楽しんだ。高

台には古城や教会が点在し，平野には豊かな緑が

拡がっていた。この中部ヨーロッパ，かつてのハ

プスブルク帝国，オーストリア・ハンガリー帝国

の歴史などを想起しつつ，また埴谷雄高さんが戦

中に翻訳されたエミール・レンギルの反ナチの書

物 『ダニューヴ』の断片を思い出しつつ船旅を満

喫した。ところで，船窓からの眺めで怪財な思い

にとらわれたことが一つあった。つまり，この河

には人工的な護岸がないのに目を睦らざるをえな

かったのである。洪水に見舞われる国の民として

当然の疑問といえるが。）1|岸にほ草や楊柳に似た

樹木が処々に生え，その向うには肥沃な畑が遥か

彼方まで続いていたのである。

どういう話の続きで，東ヨーロッパやドナウ河

の護岸のことに話題が転じたのか全く記憶してい

ない。ただ，私の小学生並の質問に対して，先生

は護岸のない所以を（そしてブダペスト近辺に作

られている理由を）降水量や地形，いわばその自

然，気候，地理，風土等に於て説明して下さり，

立所に納得できたのである。無知は如何ともしが

たいもので，まことに有難いことであった。

二つ目は記憶に鮮明というよりも，ついこの間

のタクラマカン沙漠の学術調査のことである。先

生は，地理学会，史学会，ワンダーフォーゲル部

等を率い総隊長として，日中合同の科学探検に乗

りだされた。昨夏第一次調査隊の先発として現地

に飛ばれた話は， 立話や教授会の報告でうかが

い，並大抵でない苦労がひしひしと体得できたの

である。

ところで，タクラマカン沙漠自体には私なりの

興味がないわけではなかった。中薗英助という戦

中に中国で生活した作家の作品に 『風土の虜囚』

や 『夜よ，シンバルをうち嗚らせ』がある。特に

後者はトルキスク‘ノ独立運動がフィク ショナルに

活写されていた。ムヒイテ将軍のタクラマカン沙

漠を突っ切りパミール高原を越えてアフガニスタ

ンに入る逃亡記，タクラマカソ沙漠周辺の民族の

興亡史など興趣つきないものであった。そしてな

によりも，あの広大な砂漠の有する独自のイメ ー

ジがある。映画の 『アラビアのローレンス』ある

いは 『男の争い』などの砂漠の様相は想像力を刺

激するものであったが，このタクラマカン沙漠も

同様である。書物や映像で見たこの砂漠もいいも

のであったが，第一次調査隊が新聞等に発表した

写真も悪くなかった。

この学術調査は本年が本格的なものであるよう

で，先生は退職後もあの苛酷きわまりない砂漠へ

また足を踏み入れられるという。学問研究の領域

や方向がそうした冒険をも敢えてなさしめるとい

うに止まらないだろう。先生の精神の内部に，あ

の広大にして無辺とも想われる砂漠に駈りやる強

靱な力が潜在しているに違いない。この精神のカ
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がかくまで先生をして若々しい情熱を維持させる

根源となっていたと言うことができよう。それは

同時に，これまでの学問研究，教育，野球部をは

じめとする学生指導等に端的に発現されてきたも

のである。そして，このエネルギーはこれからも

まだ燃焼しつづけるはずである。とすれば，停年

による退識という事態は，惜しんでも余りあるも

のだ。先生ばかりでなく，後進の者にとっての不

運にほかならないのである。

私たちは止むなく，古稀を越えて尚，かのムヒ

イテ将軍のいう「タクラマカソ沙漠ニソッテ走ル

シルク ロードニ近イコンロソ山脈ノフモトニ，ム

カ、ン中央アジアノ文化サカエタ」地にあえてその

身を投げ入れていただき，自然・地理・文化等の

精髄を把捉して下さいと申しあげるほかはない。

それによってまた新たに私たちを御教示いただき

たいものである。砂漠にあがる花火を乱目して待

つという段取りである。

先生の学恩に私たち後進の者がお答えできない

無力を御海容下さい。ただし，先生は相変らず

若々しい精神と情熱で，私たちに有益な示唆を与

えて下さしヽますよう・・・・・・・・・・..。

益々のご活躍を

丸山節夫

（法政大学企画宰部長）

先生との出逢いは私が昭和40年頃教務課第二教

養部係に在職していた当時，先生がたびたび文学

部係に来られたあたりと記憶しています。それか

ら現在まで約26年お付き合いさせて頂いている関

係から，私の知る範囲で先生のご活躍の歩みにつ

いて記します。

先生は気さくで常に笑顔で対話され，親しみ深

い人情味温かい方であります。大半の組織におい

て教員の研究活動・職員の担当する管理運営活動

がいわば車の両輪であるとたとえられ，教員と職

員の両者の協力が不可欠であります。しかし現実

には即していない面も多々ありますが，先生は公

私とも自らそれらを実行され，研究活動等にご活

躍されております。

ご研究の傍ら昭和49年に硬式野球部長に推挙さ

れました。現在の体育会37部の内で大正 6年創部

という一番古い歴史を持つ野球部の長として部員

の教育 ・大勢のOBとの係りなど目に見えないご

苦労などおありかと思いますが，りっぱに遂行さ

れております。体育会OBの一人としてその労を

ねぎらいます。

私が，昭和53年の職員の人事異動で体育課に移

りましたその頃から，課外体育活動の面で公私に

わたり大変お世話になる部署を担当するにいたり

ました。正課教育では十分に果たし得ない人間的

なつながりを前提とした課外活動が重視される今

日，スポーツ分野の課外体育活動の面で学生なく

しては日本のスポーツはないと言われる現在，先

生は体育会部長会及び体育審議会委員として体育

会発展のため貢献されておられます。一方，昭和

56年には大学の理事に就任，同58年には常務理事

として大学の運営にたずさわれるなど多様にわた

るご活躍ぶりに敬意を表する一人であります。

入学式・卒業式あるいは体育会各部の行事等に

出席されれば関係者及び学生諸君らと親しく語り

合いされ，常にコミュニケーションを保っておら

れます。大学で作成した大学紹介映画「青春の知・

カ・夢」の最後のシーンに卒業式当日，大内山で文

学部の卒業生諸君一人一人に笑顔で握手，祝福を

しているツーソがあり，とても感銘を受けました。

この度，昨年と本年の二回にわたり ，長く“死

の世界”として恐れられていた中国西部のタクラ

マカ｀ノ沙漠の学術調査のため日中合同調査隊を編

成，日本側の総隊長として調査を開始されまし

た。この様なご活躍振りから，定年を迎えられる

事に今日まで気がつきませんでした。調査が無事

終了され今後益々ご研究に邁進されます事をご祈

念申し上げます。
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三井嘉都夫先生の思い出

村上 直

（法政大学文学部教授）

何時もお元気で，大学の内外で活躍されている

三井嘉都夫先生が，最早，定年であるといわれて

も一寸信じることができないような気がします。

私はかつて三井先生の恩師である多田文男•岡山

俊雄・保柳睦美・渡辺光の諸先生に，法政大学で

教えをうけたことがあるので，ごく身近な関係に

あったのですが，専攻が歴史学であり，他の大学

に勤めたりしたので，親しくお話をするように

なったのは，昭和46年10月に法政大学文学部の専

任の教員になってからです。

その当時の文学部は助手問題の紛争などで大揺

れに揺れている最中で，教授会も学内では開かれ

ず，外濠の向うの萩の宮という旅館の二階で行わ

れるという異常な状態でした。そこで，私は新任

教員として紹介されましたが，その後に三井先生

とお話をするようになったのです。すでに先生は

大学院議長の職につかれていたのですが，今，そ

の頃を思い出しても，余り先生が変わられていな

いように思われるのが不思議でならないのです。

それは，今も変わらないタフなお姿が，そのよう

な錯覚に陥らせてしまうのかも知れません。

お逢いしてから20年の歳月が経過しましたが，

その間に三井先生とは数多い思い出が残っていま

す。昭和48年に先生は文学部長になられました

が，翌49年に私は教授会主任として補佐すること

になりました。当時は学生との団交もしばしばあ

り，忙しい毎日でしたが，その間をぬって生物環

境や水質調査などにも出かけられました。しか

も，伝統ある法政大学の第10代の野球部長にもな

られたのです。そのため， リーグ戦その他の会合

の出席など，ますます多忙な日程をこなしていか

ねばならなかったわけです。こうしたなかで，私

も，時々，先生の代理で学部長会議にも出席する

ことがあり，お陰で専任になって 3年目にして，

早くも学内の事情にかなり通じるようになりまし

た。いずれにせよ，この間に，先生が学部長とし

て教授会や難しい諸事を手際よく処理されていく

ことを目のあたりにみて，いろいろ学ぶことが多

くありました。

その後，先生は大学の理事や常任理事になられ

ましたが，私も通信教育部長ということで，大学

の評議員会などで，ご一緒になることがあり ，激

動を続ける大学の問題の推移を見守り，論ずる機

会もありました。このようなことから， 三井先生

は，今では大学の歩みを表と裏から直接見てこら

れた数少ない教員の一人であるということができ

るかも知れません。

三井先生は，法政大学をこよなく愛された方で

すが，何といっても思い出されるのは，先生の提

唱で昭和62年11月に 「史学科・地理学科創立五十

周年記念事業」が立派に行われたことです。この

とき，先生は委員長として陣頭指揮で「記念沿革

史編纂」， 「教員・卒業生名簿の作成」，「記念講演

と祝賀会の開催」，それに 「募金集め」など，すべ

ての部分に気を配りながら，半年前から周到な準

備を行って進められました。そして赤坂プリンス

ホテルで盛大な記念講演と祝賀会を開くことがで

きました。まさに，先生の執念のようなものを感

じさせられました。勿論，これには多くの協力者

や尽力された方を忘れることはできませんが，史

学科の一員として何といっても先生に深く感謝申

し上げる次第です。

三井先生と私の研究分野は，かなり離れている

ように思っていました。ところが最近になって、

意外に近いことに気づきました。実は，私は現

在，埼玉県の草加市史の編さんに携わっています

が，急に江戸時代の治水政策に関する講演を頼ま

れ，資料を集めはじめました。そのなかで市長の

今井宏氏からいただいた『知水のすすめ』という

編著に三井先生との対談の 「地形から水害を読
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む」という一節が収録されており、非常に参考に

なりました。つまり，先生の指摘された点を基礎

に歴史的展開を行うことができたわけで，改めて

地理学と歴史学の結びつきを強く感じることがで

きたのです。文献史学が実証性を固めていくに

は，現在の地形や河川の状況から，総合的に判断

し検証していく必要があるわけで，それによって

流域の開発や生活圏を明らかにしていくことがで

きるように考えられるのです。

定年退任の時期がせまってきたといわれなが

ら，昨年の 8月に三井先生は，厳しい自然環境下

にあるタクラマカン沙漠の調査に総隊長として出

発されました。その壮行会に私も出席しましたが

大変，印象的でありました。先生自ら 「死の海へ

の挑戦」といわれ，挨拶のなかにも ，その意気は

軒昂にした迫力があり ，定年後の在り方をもまさ

に予言しているかのように感じられました。先生

の年令にやがて近づくようになる私など大いに学

ばなければならないという気持ちを強くもちまし

た。そして， 9月には無事帰国され，相変らず多

忙な日々をお過ごしのようです。

大学内を足早に忙しそうに歩いておられる三井

先生は， 20年前と少しも変わらないような気がし

ます。健康に留意され，これからも学界その他

で，広く活躍されていくことをお祈りする次第で

す。

＝井先生の思い出

大和裕子

（法政人学地理学会湖会長・ 1948年度師卒）

三井嘉都夫先生が平成 3年度で法政大学をご退

職されること，また70オになられたことのお知ら

せを受けまして，今更ながら月日の経つのに驚き

を感じました。

三井先生を私が存じ上げたのは，昭和21年 4月

終戦の翌年，すでに私は公立小学校に勤務してい

ましたが，法政大学に入学してからです。

しかし，敗戦によって学校制度もかわり，男女

共学の時代になったとはいえ，先輩である三井先

生と親しく交流するといった機会は特にありませ

んでした。ですから先生のご退職に当たって執鎌

をといわれても，研究の分野も違っていました

し，男子の方々のように先輩，後輩という友人関

係もありませんでしたから，とくに思い出といっ

ても何を書いたらよいのかという戸惑いがありま

す。

しかし， 三井先生は，資源科学研究所に勤務し

ていらっしゃり，私も資源研に入江先生をお訪ね

している中に，四国西南地域総合開発等，経済企

画庁の委託研究のお手伝いをする機会もあって，

時には雑談をする機会もありました。

それらのことから先生についての印象を思い出

してみますと，先生はいつもエネルギッシュに動

かれていましたし，研究生活中心のお話が多かっ

たように思われます。故多田文男先生や浅井辰郎

先生を中心にした資源研の地理研究室では関係の

ある先生方となごやかな話題で盛り上がったこと

もありますが，その中での三井先生の笑い声が何

となく思い出されてきます。

先生が 「水」の研究を通して研究を積み，深め

られて今日に到られ，地理学の分野での業蹟を積

まれたことは，素晴しいことで敬服いたしており

ます。それにつけても，フィールドワークで何回

かご一緒したことがありますが，思い出す一つ

は，確か先生のこ｀｀郷里が静岡の方ではなかったか

と思いますが，富士山麓の湧水池を巡検して，先

生の実家辺りまで歩いたことがありました。先生

のお話を聞きながらの巡検では，悌水池の水温を

測定したり，井戸をのぞいたり，冷水にふれたり

したことが思い出です。先生にとくにお尋ねした

ことはありませんが，先生の生活のご環境からも

先生を 「水」への探究に走らせた動機になられた

のではないかと，勝手な想像をしています。

どのような会話がとりかわされたかは思い出さ
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れませんが，多田文男先生と三井先生とを囲んで

の雑談もまた楽しいものでした。私などは，男の

方の師弟関係の羨しい姿を見せていただいたよう

に思います。

でも，こういう場面はそう度々あるものではな

く真面目な場面での接触が多かったと思います。

その後長いことご無沙汰してしまいましたので，

先生との出会いもほとんどないままになってしま

いました。それが今から 5~6年前から法政大学

地理学会や，地理・史学教室の記念事業等にかか

わる機会があって， 三井先生にも年に一回お会い

することになりました。

名実ともに母校の教授として，多くの学生の指

導は勿論，教室の運営，研究の深化へと限りない

活躍をされている先生に接することができまし

た。それもつかの間，今春はご退職と聞き，残念

に思うのが本音でございます。研究室に三井先生

がいらっしゃるということで，卒業生，特に古い

卒業生にとっては，あの戦災で荒れ果てた校舎の

思い出と共に，心のより所となっていたのだと思

います。

ご退職になられましても，ご健康に十分ご留意

されて，地理学会や同窓の集会でお会いできるこ

とを念願いたしております。

三井嘉都夫先生は私どもの誇り

岡永亮八郎

（法政人・学地郎学会副会長・ 1950年度帥卒， 1958年度院修了）

三井先生との出合いは，高等師範部在学中でし

た。その頃，私ども同窓生の期待をになわれて大

学助手になられました。また資源科学研究所にお

いても研究にたずさわられ，将来を嘱望された少

壮学者でありました。果たせるかな，若くして文

学博士になり ，陸水学の権威として地理学界に重

きをなし，防災関係にも貢献されました。一方，

地理学科主任，文学部長，大学常任理事として，

多くのお弟子さんを育てるとともに，困難な大学

経営にタッチされ，法政大学の発展にも寄与なさ

いました。三井先生の教え子として，また後輩と

して誇りに思います。

高等師範部当時，私は時折，資源研にお邪魔し

ましたが，地理学研究室にもしばしば出入りしま

した。先生は何時でも私どもをニコニコと迎えら

れ相手をして下さいました。机上には恩師田中館

先生の遺影が置かれ， 三井先生に語りかけている

ようでした。その頃の研究室はさながらサロン

（実は溜り場）でした。こうして自然のうちに学問

の雰囲気にふれることができました。勉強嫌いで

とかく挫折しがちであった私が地理学を続けられ

ましたのは， 三井先生のお蔭だったと思います。

私は一時地方の高校に勤務し，昭和30年に再び

上京し，地理学科の学部編入をしたのですが，そ

の前に三井先生をお尋ねして，再入学をしたいの

で合格できるよう宜しくとか，虫のよいお願いを

したように思います。いざ合格発表を見に行った

ところ，私の名がない。 “ああ！や っぱりだめ

か，勉強足らんから出直して来いということか'’

世の中はそんなに甘くない，とつくづく感じたも

のでした。それでも念のためと思い， 三井先生に

お電話をしました。頭にきていたので“ひどい

じゃありませんか’＇と悪たれ口をたたいたらしい

のでありますが，先生は 「そんなはずはない」と

言われて，すぐに大学に連絡をとって下さったよ

うで，す ぐに自宅に合格通知が届きました。後で

わかったのですが，教務係の手違いで掲示がなさ

れなかったとのこと，肝を冷やされましたが， 三

井先生のお蔭で地理が勉強できるようになりまし

た。

久し振りで先生方の生の，しかも息の通った講

義を受けた時の喜びは，今でも忘れることができ

ません。その頃で特に忘れられないことは， 三井

先生のご指導による法政大学地理学会の発足で

す。当時の学生には多趣オオで活動的な人もい

て，他大学と研究交流もしていたので，時を得，
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法政地理の存在を大いに高めたものと思っていま

す。しかし，現在の再会後におけるようなきちっ

とした学会ではありませんでした。総会なども

ブッツケ本番に近く，うるさ型を議長につけて，

早くぎり上げて，飲もうや，という雰囲気でし

た。ちなみにトップは三井先生で，先生方や先

輩，後輩の親睦を大いに深めました。

いま一つは「ボルガ」という名のバーのことで

す。しばしば， 三井先生を先頭に学生達が大挙し

てくり出したものでした。当時は歌ごえ華やかな

りし頃で，飲み，かつ歌い，喋り，にぎやかでし

たし，時にはバーを占領したこともありました。

これに味をしめた学生の中には，三井先生の講義

の終わるのを待ちぶせて，バーに連れ出すといっ

た不届きな悪もいました。学生の気軽さというの

でしょうか，最後に誰が金を払って始末をつけた

かもわからず，深夜にご機嫌で帰って行く者もい

ました。今でこそ三井先生は高給取りでいらっ

しゃいますが，教授がアルバイトをして生計を立

てていた時代ですので，その頃の収入は，失礼な

がらタカが知れたものです。私を含めて学生達

が，どれ程ご迷惑をかけたか計り知れません。

大学へ行って，いつも飲んでいるような話しで

不謹慎のようですが，決してそうではありませ

ん。その時々で，先生の真剣なきびしいご指導を

受け，学生達も真面目に勉強をしていたのです。

就職などのお世話をいただき，世に出たものも多

いはずです。三井先生はとにかく，やさしいので

す。恩師であるわけですが，一面，兄貴のように

慕われ甘ったれられるそのお人柄の一端を申し上

げたかったのです。

三井嘉都夫先生は，法政地理，いや法政大学の

大黒柱として，本学の節目節目でその発展をリー

ドしてこられました。その間の努力とご労苦は想

像を絶するものがあったと推察します。この度の

定年退職は，先生を頼りきってきた私どもには，

一抹の淋しさを覚えさせます。今日までのご指導

に感謝申し上げると共に，これからも法政地理，

および同窓の後輩を末永くご指導して下さいます

ようにお願いしたいと思います。

三井先生御苦労様でした

中村宗敏

（法政人・学地理学会副会長・ 1954年度学卒）

小生，生まれは神楽坂下，今の理科大学の角で

した。昭和12年に物理学校が電車通りに出て来た

いとのことで，田町 3丁目 ，つまり外濠を挟んで

法政大学の真ん前に越して来たのです。遊びは専

ら四ツ谷から飯田橋の外濠公園や神楽坂で，法政

大学の食堂経営者の息子が 2級下にいた関係も

あって，大学構内の狭い中学の校庭で遊んだり，

カレーライスなぞを食べたりしたこともありまし

た。中学校は，当然旧制の法政中学を受験したの

ですが，当時受験戦争の激烈な年でどの学校も

5 ~10倍の競争率，そして，もう一つ重要なこと

は口頭試問が最初にあろのですが，それが一般の

教師ではなく軍事教官であったことです。小生は

たった一言で落ちました。小学校の担任から再三

注意を受けていたことですが，「お前は飛行機気

違いだ。それはいいが口頭試問の時には絶対に設

計技師になると言ってはいけない。航空士官学校

に行くと言いなさい」と言われていたのですが，

最初の質問が 「将来の希望は？ 」と。小さな運動

場の真ん中でしたが，根が正直なものですから

「はい，飛行機の設計技師になりたいと思いま

す」と言ったとたん 「つぎ」ということで，次の

試験教室に入ることも許されませんでした。受験

番号555番は今でも絶対に忘れない番号です。こ

れが最初の法政大学との関係でした。

昭和20年3月10日に小生の家は油脂焼夷弾12発

の直撃を受け焼けましたが，近くの家が借りられ

て5月25日の 2回目の戦災まで法政大学の前に住

み，時計もなかったので大学の時計台を見て過ご

したのです。しかし， 4月13日の空襲ではエレク

- 99 -



法政地理第20号 1992年

トン焼夷弾が落とされ，実に美しく花火を見てい

るように大学が全焼するのをただただ唖然と見て

いました。中学校に落ちたこともあって「いいき

みだ」と言う気持ちもちょっとありました。そし

て，戦後となり疎開先で，学制改革による新制第

一回高校卒業となったのですが，当時，父母の家

業は花・茶 ・煎茶道の家元であっても習う人はほ

んのわずか，とても生活は出来ない状態でした。

偶然なことから疎開先の村の小学校の教師となり

ました。代用教員です。夏休み，冬休み，春休み

も正式の免許をとるため，当時，駅弁大学と言わ

れた大学等で免許取得の講義を受け休む暇もあり

ませんでした。しかし，高卒 1年後ある国立の地

理学科に受験したのですが，父兄の一人から 「先

生，辞めないで」との声が上がり，その年は大学

入学を諦め，免許取得の講義を受けながら教師を

続けました。けれども，地理学の勉強をしたいと

の希望はもち続けていました。小生の県の国立大

学での免許取得講義を受けているうちにその大学

の地理学会の設立に参加したのです。でもやはり

大学に入学しなければの思いが強くなる反面，国

立を受験する英語力も落ちていることもあり，ま

た，地理学科の教授の揃っているところはどこの

大学であるかと全国の地理学科の募集要項を見た

結果，法政大学地理学科が本邦第一の地理学科で

あることが解り受験したのでした。ところが代用

教員は辞めませんでした。今まで受けて来た教員

免許の受講科目の多くが，単位として認められた

こともあり殆ど大学の授業は受けず，定期試験だ

けを受けどうにか単位をとってきたのです。新見

付橋のたもとの政文堂の親父さんは小学校時代か

らの知り合いでしたから，定期試験日になってあ

る先生の教科書を買いたいと言うと，びっくりさ

れ，それでも教科書を買ったことを思い出しま

す。

昭和29年，大学 4年生になって初めて毎日大学

に通うようになったのですが，そこで初めて三井

先生との出会いがあり，確か最初の言葉が「君が

中村君ですか」と言う言葉であったかと思いま

す。三井先生ばかりでなく他の 2~3の先生方か

らもそのようなお言葉を頂き，ただただ恐縮して

いました。小生の学年の人数はわずか 7名であっ

たのです。定員は確か40名であったのですから，

地理学科史上最低の人数と言うことになるでしょ

う。ともかく小生は，専門科目は勿論，教養科目

の単位の一部も取らなくてはならず，そして，卒

業論文も書かねばなりません。確か 1年間で80単

位近く取ったかと思います。試験は 1時間で 2科

目受験したこともありました。実につらい 1年間

でありましたが，地理学研究会（当時は地域実態

調査会といっていました）の再建や他大学の地理

学科の学生との東京都地理学学生懇談会の設立，

そして，広島大学での地理学会の時には全国の地

理学学生懇談会の組織作りなどに力を尽くしてき

ましたが，今になって考えますと，毎日のように

三井先生と飲む新宿や中野の一杯飲屋でのお酒

が，小生の力になっていたのではないかと思います。

小生今でも最も感謝していることは，卒業年次

に東京都の高校教師の試験に合格したのですが．

当時は今では考えられないほど採用が難しかった

年であったことです。その年は結局採用されず，

翌年また合格したのですが， 三井先生には大変な

暑さの中，北区のある中学校の校長室まで御同行

頂ぎ小生のご推薦を熱のある言葉で頂いたこと

は今でも忘れておりません。有り難うございまし

た。

当時，先に触れた懇談会の東大・教育大・明大 ・

日大・駒大等の学生が同じ教室で採用試験を受け

たことも覚えていますけれど，都立校には採用さ

れず，それが今は殆どの人が大学の教授になって

いるのですから世の中面白いものです。

卒業証書は頂いたものの就職できず，留年と言

うのではありませんが，実質 1年間の通学で卒業

と言うのはあまりにもおこがましいのではないか

と考え，経済学・歴史学等の聴講生のような形で

過ごしていたのです。その間， 三井先生の渡瀬）II

の水流の調査お手伝いで，レンガにぺ‘ノキで印を

つけ，ゴムズックを履き川の中にそれを設置した

こともありました。また，先生がお勤めになって

いた資源科学研究所で，東大の阪口先生の泥炭の

分析などをお手伝いも致しました。その後， 三井

先生のお口添えで目地出版株式会社に勤務するよ
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うになったのです。そこでお世話になったのが北

田宏蔵先生でした。大学院の入学でも北田先生に

は大変お世話になり，「入学金や授業料なぞ私が

まけるようにしてやるよ」などといわれました

が，結局はそのようなことは出来ず，同級の女性

に全部負担して貰ったのです。三井先生からは

「中村さんは（女性からもてて）凄いね」などと

冷かされたこともありましたが， 三井先生からい

ろいろな面でとにかくお世話になり，未だ頭があ

がりません。現在，武蔵野女子学院の高校の専任

は退職し，週 2日，講師として 8時間程の授業を

しておりますが，法政大学時代に得た多くの先生

方の，あるいは先輩や後輩の方々の諸成果をご利

用させて頂きながら授業を楽しんでおります。

先生と初めてお会いしたのが確かまだ助手の時

であったかと思いますが，法政大学地理学会が出

来て数年で何故か落ち込んでしまったのです。と

にかく再建だけはしたいと先生とこ、｀一緒に努力し

てきました。現在は大学院紀要も発行されたり，

法政大学地理学会の諸行事が定期的に行われてい

ることを思うと限世の感があります。 しかし，日

本の，いや世界の地理学会から見た場合は如何で

しょうか。地理教育関係や諸地理学会等において

大変すばらしい業績を上げている当学会員が多数

いらっしゃることは事実であり，学会誌などでも

知られていることですが，一般 ・教育雑誌等の紙

面から見ると，法政関係者の名をあまり見ていな

いと言う声を聞いたこともありますが，如何なも

のでしょうか。学内に残る方々の幾層倍のご努力

をお願い申し上げます。教授 ・助教授 ・講師 ・助

手の方々のこれからの発展に，小生微力ながら学

外からご助力を致したいと思いますが，学問から

離れた者にはどうしようもないのでしょうか。

三井先生のご退職を前にして失礼を顧みず，多

少苦言も申し上げましたが，法政大学地理学科を

愛する所以ですので，ご容赦ねがいます。

三井先生，大変御苦労様でした，奥様をお大事

に！

三井嘉都夫先生の思い出

桑原正見

（武蔵野女子学院麻校・ 1956年度学卒， 1960年度院修了）

私が法政大学に入学したのは朝鮮戦争が真最中

である昭和28年4月であります。当時，新宿界隈

には戦後の復興をほぼ終えたとはいえ，まだ焼け

トクソ葺のバラックが散見していたものです。当

然の事ながら，わが法政大学にも戦災の跡が色濃

く残されていました。地理のいくつかの授業は現

在の58年館付近に建てられていた木造校舎で行わ

れていました。

私が三井先生にはじめて接したのはこうした木

造校舎で行われていた，一般教蓑の 「地理学」の

講義ではなかったかと思います。大学の講義と言

えば，例えば，法学のようにご自分で書かれたテ

キストを講読し，順次解説するといったスクイル

が多かった中で， 三井先生のそれは前面の壁や側

壁まで，ご自分で調査された地域の様々な地図 ・

図等をはり巡らせ，あの張りのある声で，時には

抑揚をつけ，リズミカルに図を示しながら，研究

成果の一部をきわめてエネルギッシュに説いてお

られて，それが昨日の出来事のように，私の脳裏

に鮮やかに焼き付いています。先生のこうした熱

意にあふれた講義が，私には大変に新鮮で，親し

みのあるものとして，受け止められたことは申す

までもありません。こうした三井先生等の講義を

通して地理学が如何に重要な学問であり，応用範

囲が広く，私たちの生活と密接に結び付いた楽し

くて生きた学問であるかが，つまり，地理学の本

質に迫ることが出来るように思えました。また，

地理学科を選択して間違っていなかったと改めて

思ったものです。その後，先生には卒業論文の作

成をはじめ下北半島，鹿屋のシラス台地の地下水

調査等に同行させていただき，地理学研究の何た

るかを身を持って教えていただきました。
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特に，、ンラス台地の地下水調査では資源科学研

究所の嘱託研究生の一員に加えていただき，昭和

34年から36年までの 3ケ年間におよぶ総合調査を

通して， 地理学調査，特に地下水調査の基本を学

ばせていただきました。

当時，沖縄はまだ日本に復帰していなかったゆ

え，鹿児島は日本の最南端であって，最も遠隠の

地でもありました。それだけに私には大変興味の

ある土地で，是非一度訪ねてみたいとかねがね

思っていた所の一つでもあり ，しかも憧れてた先

生とご一緒出来るのですから，天にも登る思いで

した。東京を 7月下旬午後4時の寝台急行に乗車

し，一路鹿児島に向かいましたが，当時の列車は

冷房はなく，また，途中から石炭燃料のいわゆる

機関車になり，窓をほとんど開けっ放しにしてお

いたものです。特に日豊線ではトンネルが非常に

多く，トンネルに入るとき，窓を締め忘れようも

のなら顔は勿論の事，下着まで粉鹿によって真っ

黒になるほどでした。これが汗と一緒になると始

末に負えない状態になり ，こんな姿を先生とお互

いに顔を見合わせながら苦笑したものです。終点

の西鹿児島には翌日の午後5時に着くという25時

間にわたる長い汽車の旅でして，今日の汽車の旅

では想像もできないほどです。

鹿児島では鹿児島弁で出迎えられ， ‘ンラス地形

を初めて見て，芋焼酎を初めて飲み，雨戸・ガラ

ス戸を開けっ放しにした（したがって隣の寝室の

蚊帳が夜通し見えることになる）宿に初めて泊ま

り，初めて知った特攻隊員の生活と住民との交流

話，また終戦後のこの地への米軍が進駐した際の

市長，鹿屋駅員，電話交換手，地元住民のとった

行動などの秘話などなど驚くことばかりでした。

三井先生のこれ等の話を巧みに聞き出す話術に私

は感心させられたものです。こうしたことが出来

るのも先生の長い現地調査による経験の積み重ね

と，健康に恵まれ更には天性的に明るくて快活

で，かつ何でも興味を積極的にもつといった，こ

れこそ地理学徒としての基本的姿勢をお持ちに

なっているからでしょう。

この頃の先生は利根川の河床調査，続いて下北

半島，大隅半島の総合調査，更にわが国の数多く

の塩水遡上の調査研究を勢力的に進められていた

時期であって，心身共に最も活動的であり充実し

ていた時ではなかったかと思います。こうした時

期に，埼玉県の地下水調査，千葉県の地盤沈下調

査をはじめ幾多の調査研究のお手伝いをさせて頂

いたことを幸せに感じています。

先生は大学教授としてだけでなく，時には厳し

い先輩として，またある時は，優しい兄としての

一面をかいま見ることができ，先生の豊かな人間

性に触れることができました。

今では，あれから三十有余年になりますが，先

生には公私ともにお世話になり，ありがとうござ

いました。

三井先生の特別授業

清水靖夫

（立教高校・ 1957年度学卒， 1966年度院修了）

三井先生には，法政へ入学する前から御世話に

なっていた。元来．私は地理や地図が好きであっ

たが，地理に関する本や，地図を眺めていると，

家では勉強とは認めてくれなかった。「地図ばか

り見ていないで勉強しなさい・・・・・」耳に馴れてし

まったフレーズだった。地理や地図では食えない

かも知れない。そんな想いもあったかもしれな

い。古生物，地質，鉱物へ行こうかそんな迷いの

中に 2年間が経過した。

高校時代から法政大学地理学会の巡検にはいく

つか参加，というより，付いていったと言った方

がよいかもしれない。結局自分でやりたかった地

理学科に入った。その時， 三井先生に「皆が心配

していたんですよ，どこを放浪していたんです

か」と嬉しいお叱りを受けたのは，つい先頃のよ

うな気がする。
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同級生16人（これは後に若干の出入りはあった

が）比較的まとまりが良かったと思う。また良い

先輩にも恵まれ，これも現在まで公私共に続いて

し、る。

人数が少ないこともあったが，今よりカリキュ

ラムはおおらかで，随分いろいろな授業を拝聴し

た。先輩に連れられて地理の研究室を溜り場にし

てしまって先生方に迷惑をかけたのも，そんな頃

だった。

また夜な夜な三井先生の授業の終わるまでたむ

ろして（と言ってもこの時間は先輩から後輩への

授業内容の伝達で，楽しい雑学の時間でもあっ

た）待つことが多かった。先生が 「さあ帰ろう」

となると，行先は決まって，新宿のボルガであっ

た。生ビ‘ールを飲み， バソ焼きを頬張りながら，

先生から先輩諸兄への話に耳を傾けたものだっ

た。勿論私達へもだが，この話が後年どの位，役

に立ったか計り知れない。話題は勿論，人生相談

もあったように思うのだが，その中心は地理学界

の先生方の人となり，学問の方法論等々…。これ

によって近寄り難い大御所先生の数々のエビソー

ドは，難しい学会発表や，難解と思われた本も，

心ひそかに親しみを持つことで，理解ヘ一歩も二

歩も近づけたように思う。これは今に到っても見

えない財産と思っている。梁山泊とまでいかない

までも，ある時期を画したことは確かであった。

さて，ビール代やヤキトリ代をあまり支払った記

憶が無い。そのうちに三井先生の家へ焼トリ屋さ

んからお歳暮が届くようになったという噂が耳に

入るようになった。私たちの教育費（飲み代）

は，先生のボケットから出ていて，あまりの多さ

に，異例のお歳暮になったらしい。今思えば丁度

御長男が生れて間もない頃で，諸事大変な時期で

あったにもかかわらず，であった。申し訳ないと

思いながら，でもあの大切な時期の，教室では教

われない授業は，良き時代の，法政ならではの，

三井先生ならではの， 他の大学には真似のできな

い授業であったように思う。カリキュラムや時間

に追われない，人間関係の中で育まれた貴重な体

験を伝統の中に生かしたいと思う今日この頃であ

る。

三井先生ありがとうございました。教室での授

業は聞けなくなっても，まだまだ先生には教えて

いただかなければならないことが沢山あります。

御健康に留意され，若手の尻を大いに叩いていた

だきたいと存じます。

通信教育と三井先生との出合い

堀 道也

(1957年度通卒）

1955年 （昭和30)法政の通信教育部に地理学科

が開講され， 200名ほどが 3年次へ編入して教室

授業に参加した。私は青年師範を卒業して中学校

教員 7 年目であったが，修学年数が同等の農専•エ

専などの卒業者は，新制大学卒と学歴換算され，

私どもは短大卒と格付されている不合理を知り，

新制大学卒業の学歴取得をしたいと考えて，法政

にしか開講されていない地理学科の通信教育を始

めた訳である。6週間の教室授業に 2回出席する

ことが，卒業の必須条件であり極めて難関であっ

た。

現行の教室授業出席の為の優遇措置はなく，前

年繰越を加算した40日の年次休暇行使だけが，唯

ーの上京を可能にする手段なのである。年次休暇

は校長の承認により成立するので，折合いが悪い

と校務に支障があり不承認となる。教室授業の開

始が夏休みの2~3日前であったから，生徒を犠牲

にし同僚にも余分の負担を強いる問題教員とされ

たのである。翌年も上京したためか僻地転勤の発

令となる。障害を克服しての教室授業出席だか

ら，極力，地理学関連の知識を吸収しようと懸命

であった。

三井先生は法政出の新進気鋭の学究で，中肉中

背の健康的な顔色に涼やかな眼の，穏やかな物腰
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の御仁であった。三井先生が顧問の「地研」に接触

でき，東京都水道水源林予備調査行に同行させて

もらい，地域の人からの情報収集のしかた，現地

における地形図の読み方など，多くの実際的なこ

とを教えてもらうことができた。御専門が自然地

理の関係で，渡良瀬大橋付近の毒水の流入 ・堤防

に囲まれた遊水池などの巡検，中央気象台での高

層気象観測用気球の浮揚 ・気球の追跡などの見

学，会津磐梯山の火山地形巡検などで，大変な御

指導を頂いた。卒業論文審査の為の面接は勤務の

都合で1957年夏になったが， 三井先生ほか 6名の

先生方より， 40分も面接を受けた昔が懐かしい。

'ヽ

1957年 8 月 26 日卒業面接記念 （後列右端 ・ 三井先生，前列左より 2 番目 • 著者）

000000  

カッ パ工ビ先生と私

大関 保

（大成翡校・ 1958年度‘f9卒，1961年院修 r)

三井先生が今年限りで定年退職されるという。

つい先頃，我々後輩弟子どもが，先生の還暦祝い

にかこつけて一杯やろうと画策した会が終わった

ばかりだと思っていたのに，本当に月日の経つの

は早いものである。

私と先生との出会いは，先生が専任講師になら

れて 3年目の最も意気盛んな1956年，自然地理学

概論の授業であった。当時のノ ートをとり出して

みると，日本地誌自然編とでもいうべき内容の講

義であったが，湧泉の如く語り出したらとまらな

い，先生独特のイントネーショ‘ノの，冗談も入ら

ぬ講義が始まると，拝聴する30名程の学生達は次

第にその熱弁に引き付けられていったものであ

る。そして，その授業は必ず時間を超過するのが

常であった。当時私は栄養失調気味から眼を悪く

し，いつも最前列に座っていたが，昼間の仕事の
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疲れから，時として，あの流暢な先生の語り声が

子守唄のように心地よく，知らず知らずのうちに

頭が下がってゆくこともあった。そのようなと

き，頭の上から聞こえる 「もったいないねえ大関

君は」の先生の声にハッと我にかえり，それから

緊張するというようなことが度々あった。そんな

日には，先生は見透かしたように，私を数名の学

生達と一緒に，あの懐かしい新宿西口のボルガ

（今の店ではない，かつての線路際の，カウ‘ノ

ターに数人座れば一杯になってしまう小屋といっ

た方がふさわしい店のことである）に連れて行っ

てくださったものである。いま考えると，そんな

ときの出費はけっしてバカにはならず，まだ幼い

長子のお子様を養育中の奥様を，我々はさぞかし

嘆かせていたのではないかと感じている。 しか

しあの頃のボルガでの熱っぽい語り合いが，

我々の世代の結束と，先生との絆をより強くして

いったことは疑う余地のないものと思っている。

余談ではあるが，数年前の日本地理学会の巡検

で柿田川に行った折のことである。湧水群を前に

して，先生が，ハンドマイク片手に，世話人がや

きもきするあいかわらずの時間超過の熱弁で 「あ

し、かわらずのカッパェビセンだなあ」（ソノココ

ロハ，ヤメラレナイ ・トマラナイデス）と独り言

したところ，周囲の大方の先生方の同感を得て命

名者の栄？を得た。これにより， 三井先生は資源

科学研究所時代の 「閣下」と併せて二つの別名を

もたれるようになったのである。ちなみに 「閣

下」も資源研の悪童 ・戸谷君と二人で命名させて

いただいたものである。その資源研でも先生には

大変お世話になった。学生時代からアルバイトを

させていただいたりしていたが，卒業後も国家公

務員の給料ではやってゆけず，資源研の無給嘱託

研究員にしていただき，国内の調査にご一緒させ

てもらったり，製図の仕事を与えていただいた。

また，時には他の部署の製図の仕事をお世話願っ

たりもした。

話は変わるが，私は学部を卒業したなら，地理

調査所 （現在の国土地理院）になにがなんでも入

りたいという気持ちから地理を学ぶべく法政大学

の門をくぐったので， 4年次になっても教職課程

にはまった＜興味も意識もなかった。ちょうど教

職課程登録の締め切り日のことである。一， 二限

の休み時間に仲間と談笑中， 三井先生がやって来

られて 「地理学科に在籍していて教職課程をとら

ぬ馬鹿がどこにいる。資格というものはとれると

きにとっておくものだ。早く学務課に行け」と言

われた。その時はすでに登録が締め切られた後で

あったが，先生が学務課に交渉しておいてくだ

さっていたのであった。窓口で散々イヤミを言わ

ながら登録を済ませ，教職課程の講義を受けた

り，麻布の付属高校定時制で実習したことがその

後役立ち，卒業後地理調査所に入れなかったもの

の国家公務員を 4年間勤めた後，教員の世界に

入って，もう28年が経った。もしあの時，先生に

そむき，学務課の窓口に行かなかったならば，多

分今日の自分はまったく違った人生を歩んでいた

のではなかったかと思うのである。またまた余談

になるが，私の結婚式には先生に司会をお願いし

たりもした。いま過去を振り返ってみると，私の

人生の岐路にはいつも先生がおられたように思

う。私にとって三井先生とは公私ともにお世話に

なりっぱなしの先生であったし，先生にとっての

私は，多分，法政きっての世話のやける 「憤慨居

土」 の悪童であったのではなかろうかと思ってい

る。

おわりになってしまったが，私も実行委員のは

しくれとして一昨年より動いてきた中国科学院と

の日中合同科学探検 「法政大学タクラマカン沙漠

調査隊」も，先生の大変な努力の甲斐もあって

やっと軌道に乗り， 三井先生を総隊長として 7名

の予備調査隊を昨年 8月22日に中国へ送り出し

た。三井先生は退職をむかえられるが，今までの

経過からして，何としても総隊長職にとどまり，

本年からの本調査に全力を傾注していただきたい

ものと念じている。そして私は今までの御恩返し

に，タクラマカ‘ノ沙漠で先生のお手伝いができれ

ば，と思う今日このごろである。
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「いやあ，感激ですなあ ！」

漆原和子

（駒沢大学文学部教授・ 1964年度学卒，1970年度院修了）

三井先生は，とにかく若くビチヒ゜チしていて，

飛ぶように歩く先生という印象が強いのです。私

は卒業後も幸いなことに今に至るまで学会の度に

お目にかかれるのですが，少しおぐしが白くなら

れたかなという程度で，ちっとも年令を感じさせ

ません。先生に，「並はずれてお元気な秘訣は何

ですか」と一度お聞きしましたことがあるのです

が，その時， 「良く眠るからいいのでしょうね」と

言っておられました。

近年何度か，先生と御一緒にカルストに関する

国際会議に参加する機会がありました。カルスト

の国際会議は，とりわけハードなエクスカーショ

ンが続くことが玉にきずなのですが，参加してい

て教えられた私がすでにアゴを出しているのに，

なおピンツャンしておられる先生にはいつも感心

させられます。

1986年夏，スペイソのマリョルカ島でおこなわ

れたエクスカーツョンで，洞窟の入口に鉄の扉が

あり，そこには大きな南京錠がかかっていて，洞

窟に達することができませんでした。 ローカル

ォーガナイザーは急ぎ村まで鍵を持っている人を

探しに行ったのですが，みつからなくてもどって

きてしまいました。皆があきらめかけたら，チェ

アマ｀ノが鉄の扉の下の土を素手で掘りはじめたの

です。そうこうしているうちにやっと人が抜けら

れる程の空隙があいたので，皆そこを腹這いに

なって抜けて，やっと洞窟を見学したことがあり

ます。この時の三井先生は実に素早くて，極めて

敏速にくぐりぬけました。このエクスカーション

にどういうわけか参加しておられた関口武先生

（気候学）は巨大なため，お腹がひっかかって，

この空隙にはまったまま抜けられなくなってしま

いました。さあ大変だというので皆で手や足を

引っぱって，やっと引き出したのですが，その後

聞くところによると 「カルス トの会はもう参加し

ない」と憤慨しておられたそうです。しかし苦労

して入った洞窟のわりには，中はコウモリの糞で

一杯で，悪臭をはなっていてがっかりさせられま

した。また，この洞窟の入口はうっそうとした林

で，木から落ちたダニが皆の身体に一面について

いて，桐窟から出てほっとしたのもつかの間，お

互いに猿ののみとりよろしく，見えない背中など

のダニのとりあいをしたのです。この時の点検が

不充分だったのか，あるいは三井先生はよほど夕｀

ニに好かれるたちなのか， 「風呂でみつけました

よ」と言っておられました。宿でもダニ取りを続

けたようです。

このマリョルカ島では，しばしば 「いやあ，感

激ですなあ！ 」を連発されておられました。1972

年，法政大学地理学教室が文部省の科学研究者で

初めて海外調査をした，ユーゴスラビアのアドリ

ア海岸とここがそっくりだとおっしゃるのです。

両地域とも中生代の石灰岩地域で，しかもギリ

ツャ，ローマ時代以後の人間活動によって原植生

はすっかり失なわれて，裸出カルストが広がり ，

おまけに両地域とも強い局地風が吹くところなの

で，植生の回復が悪く，今もって地のはての様な

霧岩地帯なので， 三井先生が 「感激」してアドリ

ア海岸を連想したのも不思議ではないのです。先

生が 「いやあ，感激ですなあ！ 」と言って目を輝

やかせて，私達が教えていただいた二十数年も前

と変らぬ表情をされるそのことが，今も若さを

保っている元気の源のような気がするのです。何

事にもいた＜興味を示し，感激をすることこそ，

三井先生が今もこんなにお元気でおられる真の秘

訣のように思うのですが，いかがでしょう。どう

ぞ今後もいつまでも 「いやあ，感激ですなあ！ 」

を聞かせて下さい。
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三井先生と‘‘老化現象”

井上奉生

（法政大学第二教投部教授 ・1965年度学卒，1974年度院修了）

三井先生が退職されるということで改めて自分の

年令を意識しました。先生と出合った昭和38年から

29年の歳月が流れていたのです。当時の先生の御歳

42オ，現在の小生の年令より6オも若い頃でした。

さて，大学で地理学科を設けているところで

は，必修単位として 「現地研究」という独特の科

目があります。以前は 「巡検」という 言葉を使用

していました。すなわち，地理学を志す学兄全員

に課せられているものです。もっとも，この現地

を研究対象とする分野は，地理学の他にも地質

学，生物学，工学全般あるいは社会学等々おびた

だしくあるわけですが・・・…。

三井先生も地理学者として当然この例にもれな

く，現地との結びつきは密接でありまして，むしろ

他の地理学者とは比較にならないほどその結びつ

きは強かったといっても過言ではないでしょう。

先生の調査研究歴を拝見しましても，昭和18年か

ら今日までの業績250編余りの大部分は現地調査

を中心とした成果です。この期間のほんの一部分

である昭和38年から昭和45年の間だけですが，小

生も現地調査の一端をお手伝いしました。この期

間は三井先生が兼任研究員をしておられた資源科

学研究所（現国立科学博物館と合併）で小生がアル

バイトおよび研究助手をしていた期間です。同期

同輩，先輩，後輩あるいは他大学の研究学徒といっ

た，いわゆる ‘‘同じ釜のメツ＂を食 った若い仲間

達が先生の指揮のもとに一糸乱れず？行動したも

のです。その対象となった現地は，米代）II，北上川，

利根川，九頭竜川，下北半島の宇曽利湖や田名部川

をはじめとする諸河川，有明海の六角川，筑後川，

吾妻川，吉野川，埼玉県内の諸河川，伊豆半島の諸

河川，大阪平野の寝屋）1'，北海道の大沼，そ して東

海村の沿岸海域等々，年に数回ずつの現地入りで

した。このように先生は，ひたすら現地調査にあけ

くれ，水に関する仕事，すなわち“水商売＂を 実施

されてきたのです。その後小生は民間のコソサル

クントでの仕事が中心となり三井先生とは本当の

意味での “水商売”でのお付き合い程度となった

のですが，先生の方は大学を中心に国内外の水に

関係するお仕事を精力的に次々とこなされ，それ

が前にも申し上げた立派な成果となったのです。

この先生の精力的な行動力の根源はいったい何

なのでしょう？

老化現象という言葉があります。この意味する

ところ，医学的には詳しくわかりませんが，国語の

辞書を引くと 「年をとることに起因する一連の現

象。臓器や器官の機能減退，適応力の減退，記憶力

の低下など」となっています。大部分の人間には70

オともなると，この現象があてはまるといわれて

います。しかし70オで定年退職をむかえる三井先

生には果たしてあてはまっているのでしょうか？

現実に平成3年8月～9月に法政大学タクラマカン

沙漠学術調査の予備調査で現地入りしています。

最初に申しましたように，地理学を志す人にとっ

て現地調査が必要欠くべからざる条件とはいえ本

当に驚いてしまいます。

それでは， 三井先生は日常生活において養生訓

のごとく摂生にこれ努めているのでしょうか？こ

れについても疑問の余地は残ります。というの

は，先生とお付き合をしている頃には研究あるい

は現地調査が終われば校歌放吟，毎晩のごとくア

ルコールで身体中を“消毒＂していた記憶があり

ます。現在では小生の方に老化現象の状態がちら

ちらしはじめ， ‘‘消毒”の方はいく らか遠慮して

いますが，聞くところによれば．先生は若い学生

さん達と今でも深夜まで付き合っておられるとの

ことで，年令とともに徐々に， “若化現象＂を来

しているのではないかと驚いています。

ただ，先生は若い頃から現在ま で8時間の睡眠

を必ずとるそう です。ここいらへんに粕力の源が
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あるのかも知れません。しかし大半の人間はより います。

多く睡眠をとったとしても先生のように精力的に とにかく， 三井先生は老化現象という言薬とは

活動ができるとは限りません。その他に何らかの 無縁なのです。今後も益々御元気で更なる御活躍

秘訣があるのかもしれません。この“若化現象＂ をされますように心からお祈りしています。

を維持する秘訣を，近々，伝授されたいと思って

三井先生との出会い

小間経昭

（糸魚）11rli立糸魚川中学校・ 1965年度＇学卒）

先生との出会いは昭和38年，学部の 2年生の時

であったと覚えています。

取り壊されて，今はもうなくなってしまいまし

たが， 「六角校舎」の，あの薄暗く埃っぽい教室

で，先生は確か日本地誌の講座を担当されていま

した。小柄ながら，エネルギッシュな話法で講義

をされる姿に，親しみを感じていました。

秋も深まり，涼しさから寒さを感じるように

なったある日，講義を終えて教壇を降りられた先

生が，帰りの支度をしている私たち学生に，利根

川の水質調査の手伝いを頼まれました。先生の人

柄に好感をいだいていた私は，これを二つ返事で

引き受け，その日の夕方に現地へと向かったのを

覚えております。

これがき っかけで現地調在や資料収集，データ

の処理などの，先生の仕事のお手伝いをすること

になったのですが，不出来な私のことですから，

先生の手を煩わせたり，頭を悩ませたりした事が

相当あったであろうと，今になって反省をしてお

ります。

私の父は酒をまったく飲めず，酒席への参加を

極端に嫌っていました。子どもには割合厳しい方

でしたから，私はこの年になるまで酒というもの

には縁のない，まったくの箱入り息子に育ってお

りました。

ご存じの通り先生は酒伝中の酒豪であられま

す。調査や資料整理が一段落するころ，あの大き

な目をやや細めにされて，「君たち，今日は一緒に

どうだね？ 」と，よく声をかけて下さいました。

そして先生の馴染の店だったでしょうか，新宿駅

西口の，確か 「ボルガ」という居酒屋へ，たびた

び連れて行ってもらったのを覚えております。

そのころ大学院や学部の中に，割り合い親しく

させてもらえる先猜諸氏が何人かおられました。

それも先生の息のかかった方々ばかりで，こと酒

に関しては相当に訓練を積まれた立派な方ばかり

でした。先生を含め，入れ替わり立ち替わりに誘

われて， 3日と空けずの朝帰りがあったり， 「人

間奈良漬」になったような事もありました。おか

げさまで私の晩酌の腕が上がったことは，特筆し

なくともおわかりいただけると思います。

その頃，私たちは新宿百人町の資源科学研究所

で，先生の仕事のお手伝いをしておりました。元

陸軍研究所のすすけた建物と，前庭のみごとな桜

とのコソトラストが今でも私の記憶に鮮明に残っ

ております。

研究所での私達の仕事は資料整理などが主で，

割合責任の軽いものばかりでした。ですから適当

に怠けたりして，半ば遊び気分で研究所に通って

いたように思います。授業が早目に終わった日な

どは，教室を出たその足で研究所へ行き，研究室

の中はたまり場的なムードさえありました。

夕方になると，コンクリートの廊下に先生の皮

靴の音が聞こえてきます。先生の歩き方には独特

のリズムがあるのですぐに分かります。あの菊暗

い廊下の天井や壁に，こだまのように響いて研究

室の中にまで聞こえて来るのです。誰がいうとも

なく 「来たぞ！ 」の声で全員が机に向かい，あた

かも真面目に仕事をしていたかのようにふるまっ

たりしました。
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「やあ，どうも」の声とともに，先生は研究室

の分厚く重たい大きなドアを後ろ手に閉めながら

「元気でやっていたかね？ウフフ！」と，いたず

らっぽく声をかけられ，私たちが何をやっていた

か全部お見通しのようでした。

いたずら盛りの餓鬼のような，親子ほども年が

違う私たちと，先生は上手に話を合わせておられ

ました。先生の心の広さとゆとりを感じたもので

す。そのような先生の人柄がまた一段と魅力的で

ありました。

先生はよく調査に出かけられました。日本国中

の主要な河川は，ほとんど足を踏み入れられたの

ではないかと思われます。私が同行させていただ

いた調査の主なものだけでも，利根）II, 渡良瀬

川，名栗川 （埼玉県），九頭竜）II，富士）II,下北半

島，六角川（福岡県）．．．．．．（あとは忘れました）

などになります。調査は大体 3日くらいから長く

なると 10日以上になります。 したがって，日帰り

や一泊程度の簡単な調査を含めると，もっと数多

かったことでしょう。

このような調査に出かけた時が，研究室や教室

でお会いする先生より，もっと人間味を感じるこ

とのできる時でした。「同じ釜の飯を食う 」 とい

われる諺のように，調査中一緒に食ぺ，一緒の寝

起きを通して，先生の人間としての温かさ，大げ

さにいえば，自分の父親のような匂いを感じたと

きがありました。

学部を卒業して地方に赴任し，先生の匂いは嗅

げなくなりましたが，風の便りに先生のご活躍の

様子を見聞きする時，懐かしい思い出がほとばし

り出てきます。

先生とは学生時代のほんの短い期間しかご一緒

できなかったのですが，私にとってはものすごく

密度の高い濃縮された時間でした。三井先生との

出会いは，私の生き方を大きく変えたものであっ

たと思っております。

資源研での出会いから30年

長沼信夫

（駒沢人・学文学部教授 ・1968年度院修 r)

日本地理学会秋季大会が1962年10月下旬に香）II

大学で開催された際，私は第一会場で水に関する

研究発表のいくつかを聞く機会があった。その研

究発表のひとつに， 「三井嘉都夫（資源研） ：東京

低地主要河川の水質汚濁に関する研究 I」があっ

た。発表内容は1960年から資源科学研究所で実施

している江戸）II・ 隅田川・中川などの東京低地を

流れる諸河川を対象に，多くの水質汚濁指標項目

を用いて，毎月調査してきた研究成果の報告で

あった。

私はこうした諸河川に囲まれた下町低地で生ま

れ，育ってきたことから，この研究発表内容は大

変身近に感じ，興味深く捉えることができた。学

会から帰京後，私は学部時代の指導教授井口正男

（現福山大学）先生に仲介をお願いして，新宿区

百人町の資源科学研究所へ三井嘉都夫先生を訪問

した。そして先生に訪問目的などを告げ，資源研

で水に関する勉強をさせていただ＜許可を懇願し

た。先生は私の主旨に理解を示し，快く内諾して

くだされた。この頃，先生の陸水学研究室には助

手として戸谷康義氏が在職しており，また研究室

には夕方ともなると，桑原正見（武蔵野女子学院

高） ・大関保 （大成高）両氏などの法政大学卒業

生ならびに在校生諸氏が集まり，調査の打ち合わ

せや資料整理などの作業を行なっていた。

当時の資源研は1961年に財団法人となり，地域

開発，災害防除，自然保護などの地域性に関する

研究や，水質汚濁に関する研究の委託調査を中心

に進められていた。三井先生が主に後者の河川に

関する調査を中心に研究されていた関係で，多摩

川，江戸川，隅田川などの東京の諸河川や利根川

河口堰建設に伴う環境変化に関する調査などの手

伝いをする機会を得た。さらに埼玉県企画部の委

託で，県平野部全域の地下水調査が実施された
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が，この際にも協力させていただいた。また研究

室内においては，調査資料などの整理や図化の作

業についても従事し，種々の点で多くの方々から

教えを受けた。なかでも三井・桑原両先生からは

卒業論文作成に関して貴重なご教示を賜った。こ

うして資源研で学んだことが私の現在に至る研究

の基礎となっている。

その後，私は法政大学大学院へ進学する機会に

恵まれ，三井先生には博士過程で指導教授をお願

いした。1970年から先生が研究代表者となった文

部省科学研究費補助金 「特定研究・水資源」で

は，分担者の一人として調査・研究をする機会を

与えられ，さらに別の科研費補助金による研究に

おいては北海道東部地域，岩木）1|流域，阿賀野）II

流域などでご一緒に調奎する機会を得た。また，

科学技術庁資源調査会の土地資源部会・保全小委

員会では，多田文男先生の他界後， 三井先生が委

員長の任につき， 「低地帯の都市化と土地利用合

理化に関する調査」報告を精力的に取りまとめら

れた。ともすれば労多く益少ないお仕事を，情熱

をもってなされたことは，私たちの模範となるこ

とと思う。その成果は1980年12月に科学技術庁資

源調査会資料第83号として刊行された。

三井先生とはここ10年位学会会場や座談会の席

上などでお会いする程度であったが， 1991年10月

下旬の日本地下水学会秋季大会（於宮古島）で

は，久しぶりにゆっくり歓談する機会に恵まれ

た。その折，先生は30年前に資源研ではじめてお

会いした頃と少しも変わらず，お元気で，研究心

旺盛であった。1992年秋には中国タクラマカン沙

漠調査隊の総隊長として，再度砂漠地帯を踏査さ

れる。古稀をむかえた隊長が世界第二の規模をも

つタクラマカン沙漠を踏査するのは，中国本土で

はじめての快挙と聞く 。益々お元気で，調査の成

功とともに多くの学術的成果があげられるよう心

から期待したい。

四万十川と三井先生と私

山本恒男

(，',．砂知県立中村投渡学校・ 1968年度通卒）

私が三井先生に御教示を仰ぐようになりました

のは，今から20数年前，通信教育部地理学科へ三

回生として編入学してからです。

在学中は，地誌学や地誌学演習，巡検，卒論指導

など，随分ご指導をいただきました。とくに伊豆，

箱根方面での巡検は，三井，市瀬のお二人の先生

のご指導のもと，初めて見る狩野川や断層地形，火

山地形，地質など，また，そのような自然への人々

の慟きかけなど分りやすい説明で楽しい巡検とな

りました。この巡検が終わると，いよいよ卒論作成

にとりかかりますが，私は，この頃，未だテーマが

絞れず迷っておりました。ちょうどその頃，先生

の講義（地誌学か地誌学演習だったか確かではあ

りませんが）で， 「渡良瀬川のA点でレンガを投入

し， 1年後 2年後にどの地点まで流されているか

を継続的に調査することにより，川の性格を把握

することができる」と言う内容の講義を受けてい

ました。その講義から，私も四万十川について，

一つ卒論にまとめてみようと思い， 「四万十川下

流域の地形と洪水について」と言 うテーマで提出

し， 三井先生のご指導を受けることになりまし

た。先生から，いろいろと注意すぺき点やデータ

の集め方，分析の仕方，まとめ方など懇切なご指

導をしていただき，どうにか卒論らしきものを書

き上げることができました。

そして，いよいよ面接試問を受けることにな

り，受験生は二組に分かれ，それぞれ4名の先生

によって試問が行われるので，卒論の要旨を 3分

以内で説明できるようまとめておくことの指示を

受けました。

いよいよ私の番になった時，隣の組が全部終了

したため，そちらの組の先生方も合流し， 8名の先

生に取り囲まれる結果になりました。4名の先生

からの質問に答えるだけでも大変なのに，その倍
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の8名の先生が，そう思っただけで，もう上ってし

まって，ボーッとなってしまいました。その時，三

井先生がそっと近寄って 「私が君の正面に座るの

で，私がはっきり見えたら，一つ深呼吸をしてから

始めなさい。心配する程のことはないから」と耳

元で囁いてくれました。そのことばで気持ちが落

ち着き，どうにか無事面接が終わりました。落ち着

きと勇気を与えて下さった先生のことばは今でも

はっきり覚えております。

その夜は関係の先生方の参加をいただき，私学

会館で，ささやかな祝賀パーティーを催していた

だきました。その席で，先生が 「私はまだ四万十

川を見ていないので，これを機会に是非一度は見

たい」と言っておられました。その後は年賀状の

交換だけで，賀状には毎年のごとく 「近いうちに

お伺いしたい」と書かれておられましたが，大学

での講義や研究活動でお忙しく，来ていただける

チャ‘ノスに恵まれないまま； 20年位がまたたく間

に過ぎてしまっていました。

ところが，昭和61年7月の或る日，先生から「四万

十川調査について，文部省の研究助成が決まった

のでよろしく 」と言う手紙をいただきました。それ

で私は約束の時間に駅へお迎えに行きましたが，

その夜は運悪く列車の遅れでお会いすることでき

ずにホテルヘ行き，以前，卒論に加筆して少し書き

直した小冊子を託して帰りました。翌朝ホテルを

訪れ，約20年のブランクはありましたが，先生も，

私もすぐ判り，再会を嬉び合いました。前夜は列車

の遅れと長旅でお疲れになっておられたにもかか

わらず，フロントに託していた小冊子に目を通さ

れ，大変喜んでいただけた事を嬉しく思いました。

その日から先生方は資料収集のため建設省中村エ

事事務所や中村周辺での予備調査を始め，私も勤

務の合間を縫っては，お供をさせていただきました。

そして，時には充電のため，足摺岬や大堂海岸

の方ヘドライプに出かけたりもしました。足摺岬

では堆積岩と花岡岩の不整合，南海地霙で lmも

隆起した唐船島，大堂海岸では白亜の大断崖や海

中より屹立した観音岩，これを見られた時の第一

声「おお立派だなあ」と感無量でじっと見つめ，

にんまりされた先生。そして青い海に浮かぶ

島々，車窓や展望台などから見た景観や地形，地質

などについて話が弾むにつれ，在学中の楽しかっ

た巡検を思い出し，何か大変懐かしく思いました。

この一連の調査で，ある年は窪川で，また宇和島

で落ち合い，本流および主な支流等ほとんど踏破

され，その間佐藤先生，小寺助手，大石君や多く

の学生に囲まれ，南国の強い日差しのもと ，お年を

感じさせないバイクリティー ，研究に対する厳し

い姿勢の中にジョークやウイットに富んだ会話，

いつも絶やさない笑顔の中で，楽しく調査研究を

進めておられる姿は，20数年前，私たちが学んでい

た頃と同じだなあと思いました。ここに先生の持

つ人を引きつける飾らない温かさ，学問に対する

情熱と厳しさを感じ，これが先生の若さの秘訣か

なと思いました。この四万十川の調査につきまし

ては，先生の永年にわたる夢でありました「四万十

川の河床変動」に関する研究で，しかも， 5年に及

ぶ長期の調査研究で，立派な成果を上げられ，先生

もさぞご満足なされた事とお喜び申し上げます。

この 3月には職を退かれるということですが，

益々お元気でご活躍されますよう。また．洪水の

時の四万十川も見においで下さい。そして，過

日，お会いしました折，話されていました屋久島

や台湾の河川の調査旅行には是非お供させていた

だきたいと思っております。

三井先生の思い出

土田邦男

（千艇見立T城台1匂校・ 1969年度学卒， 1972年度院修 f)

三井先生が退識なさるとお聞きし， 20数年前の しみじみとかみしめております。

元気はつらつとした姿を思い浮かべ，時の流れを 先生に初めてお会いしたのは，大学 2年の頃
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だったかと思います。当時，地形学 ・気候学 ・経

済地理等を受講していたのですが，自然地理の分

野に進もうか，人文地理の分野に進もうか迷って

おりました。その時先生の陸水学の講義を受け

（当時は地下水について講義されておられまし

た），陸水は面白いものだと感じ，卒業論文はこ

れでいこうと決めたものでした。そうなると，

もっと勉強しなければなりませんし，調査のため

の技術的な分野も修得しなければなりません。そ

れには「巡検」ということになります。巡検は，先

生以外では市瀬先生，津屋先生，吉野先生の巡検

に参加させて頂ぎ基礎的な知識の必要性やデー

クの分析等を勉強させて頂きましたが，なんと

いっても出色であったのは三井先生の巡検でし

た。先生の巡検は，当時，富山県の庄川扇状地にお

ける地下水調査だったのですが，この時，調壺方

法はもちろんのこと，人間関係をも含んだ教えを

受けたのではないだろうかと今にして思われま

す。それは，地下水調査の場合，各家を回って聞

き取り調査を行い，実際に測定しなければならな

いわけですが，うまく話をしないと井戸を調べさ

せてくれません。そこから，人との接し方など

様々教えられた気がします。また，巡検の最終日

の夜は，いつも決って打ち上げが行われ，酒の飲

み方も知らない当時のこと，羽目をはずしてドソ

チャソ騒ぎとなるのが常でした。そのような時，

先生は何時も温かい目で学生であった私どもを見

つめて下さっておられました。ですから大学院の

3年間を含め，先生に研究以外でおしかりを受け

たという経験を，幸か不幸か持っておりません。

また，学生時代の 3・ 4年生頃は，学生運動の

華やかなりし頃で，キャンパスがロックアウトさ

れ，入れない状態となっておりました。当然講義

は休講となるわけですが，先生が大学近くの喫茶

店でビールを飲みながら話を聞いて下さったこと

を覚えております。喫茶店でビールを飲むという

奇妙な取り合わせにびっくりしましたが，それよ

りも喫茶店でコーヒーという既成の概念にとらわ

れない自由な思考をされる方，という印象を強く

持ったものでした。

卒業論文は，地元新潟県の砂丘地における地下

水の賦存状態を調べることになりました。4年生

の夏などは，毎日のように電導度計等を担いで出

かけたのですが，夏の炎天下のもと，途中でいや

になりそうになってしまう私に，先生は調査地点

の選び方，研究の方向等いろいろとアドバイスし

て下さり，勇気づけられ，また資源科学研究所で

水質分析の方法等も教えていただき，なんとかま

とめることができたと思っております。

大学院では河床変動の調蒼を中心として勉強さ

せていただきました。学部の時とは違って，知識

の不足・勉強不足をよく指摘され，学問研究の厳

しさを痛感させていただきました。また，先生の

御自宅にもおじゃまさせていただき，いろいろと

御迷惑をおかけしてしまいました。

先生は，学生の思いをよく理解され，また，大

変なバイタリティー・行動力を持たれておられま

した。卒業して20余年，なかなか先生にお会いす

るチャ‘ノスがないのですが，今でもきっと当時の

あのバイタリティーを持って講義されておられる

ことと思います。私自身，高校の教員として自立

できたのも先生の御指導の賜と感謝いたしており

ます。どうかいつまでもお元気でお過ごしいただ

きたいと思っております。

三井先生

船山幸夫

（秋田県立秋田東高校 ・1970年度学卒）

「1969年5月27日（火）午後 1時，新館74番教室 室のドアの前に立つと ， ドアには黒マジックで

で，陸水学（当日の予定は，河川の流域の形状と 『三井学部長代行大衆団交より逃亡す』と書いて

河川水の涵養について）の講義をしようとして教 ある。当時，池島文学部長が病床にあったので連
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日連夜の学部長会議に出席したり ，自治会の委員

からは夜中の 1~2時頃でも再三自治会の要求，

団交問題で電話を受けていた時だけに私には

ツョッキングだった。 しかし教室は封鎖されてい

るわけではないから，意を強くしてドアを開け教

壇に向かった。しかし，黒板には達筆であるがド

アと同じ事が一杯に書かれてあった。無言の時間

を経て，消し，講義に入った。教室はほぼ満席で

三年生が多かっただけに今回卒業される諸氏とは

対面していた。卒論面接やゼミナールでそれぞれ

の氏名と顔が明確になった今となっては思い出も

深い。……」（三井嘉都夫 「思い出」卒業記念文集

1971年3月より一部抜粋）

この講義に私も居たような気はするが今となっ

ては定かではない。当時の時代の状況は全国の大

学闘争のシンボルであった東大安田砦の陥落以降

大学立法を含む弾圧体制の強化のなかで，大学解

体論を唱えた全共闘主流は見通しを失い，自己崩

壊へ向かっていた時期であった。当時学部長代行

であった先生の心労は大変であったろうと思う 。

当時，私たちが組織していた地理学科闘争委員会

の主流は，全共闘主流の解体論的運動とは異なる

位置付で全共闘に参加し，原則的な運動を組織し

ていたこともあり ，直接的な交渉，討論の相手は

教室主任の今は亡くなられた大貫先生であり ，政

治的場面で対峙するシーソはなかったように思

う。

情況が私たちを求め，また私たちが情況を創っ

た時代であったとはいえ．大学の 4年間で半分は

デモ，スト，ロックアウトの時代であったから，

学問研究なんて無縁なまま卒業ということになり

かねなかった。たまたま高校時代から関心をもっ

ていた水の問題を卒論のテーマに選ぶこととな

り， 三井先生の指導を受けることになった。幸

い，ー級上の秋田出身の佐藤典人さん（現教授）

にもお世話になり，どうにかこうにか卒論をまと

めることができた。この過程で資源科学研究所な

どへも出入りさせていただき，学術研究の雰囲気

を知ることができたことは，私にとってとても思

い出深いことであり，そしてとても有意義であっ

た。

なにかをやり残したまま卒業してしまったとい

う思いがあったとはいえ，卒業後も文部省の奨励

研究の推薦文を書いてもらい，佐藤典人さんはじ

め秋田出身のメンバーたちと数年に渡る男鹿半島

の目渇の研究をそれなりにやれたのは，三井先生

との関わりのなかで，学術研究の雰囲気を感じ得

たからだろうと思い，とても感謝している。

数年前の法政大学地理学会の懇親会で久し振り

にお目にかかったが，あの小さな体で（失礼）相

変わらずのエネルギッツュな行動力はいささかの

変化もなかったように感じた。定年退職とのこと

であるが．今後も大いに活躍してほしいし，また

それが先生には可能であると確信している。

三井先生と天文研究会

佐藤正史

（秋川県＼‘i.l11利['，.i校 ・1971年腐学卒）

私が三井先生を知るようになったのは， 「天文

研究会」を創立するときであった。当時，大学に

は天文関係のサークルは一切なく，もし天文をや

ろうとすれば法政地学会に入会し関東ロームの

片手間に天文をやる程度であった。そのため天文

の好きな連中が数名集まって 「天文研究会」を創

設することになり，学生課へ出かけた。その時，

常勤の教員が顧問・責任者として必要なことがわ

かった。当時，大学には宇宙文明論で知られてい

たA教授がいたのでお願いに行った。教授は我々

の予想に反して快諾してくれたが，創設の書類へ

は 「後日，捺印して送付する」とのことであっ

た。青春の貴重な時間を我々は 1カ月も待った。

しかし，返事はなかった。教授に会いに出かけた

が2回も門前払いを喰わされた。考えてみれば，

激動の1970年に得体の知れない薄汚れた学生が，
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得体の知れないサークルを創ろうとしていたのだ

から教授にとってもやっかいなことであったかも

知れない。サークルの創立は，責任者の問題で宙

に浮いてしまった。

そのころ，あまり意識はしてはいなかったが，

私が受講していた 「海洋陸水学」の教授が，時間

にすれば5分間位ではあったが，惑星の話をし

た。普段は，たいして講義を聞いていない私だっ

たが，その話は感動的なものであった。そして，

「水商売」のその教授の多彩な知識に感服した。

その方こそ三井教授であった。数名の仲間にその

話をしてサークルのことを頼むことになった。当

時の仲間は半数以上が地理学科生ではあったけれ

ども，専門外の教授であるため断られても仕方が

ないと思っていた。先生はにこにこしていたが，

やはり 「天文学はどうも」とおっしゃる。我々が

用意していた殺し文句は 「地理学科の学生が多

く，みんな困っている」ということであったが，

それを聞いた先生は，数秒考えてから， 「あまり

力にはなれないかも知れないが，君達が困ってい

るのだったら」と了承してくれた。我々が半狂乱

になって喜んだのは， 言うまでもない。

こうして，我々の 「天文研究会」は船出した。

基本的に， 三井先生にはあまり迷惑をかけないと

いうことで，サークル活動での関わりはあまり多

くなく，各種コンパに招待する程度ではあった

が，それでも講義の終了したときなどに，時々

「サークルはうまくいっているかlなどと聞かれ

たものだった。コンパヘのご招待にしても，貧乏

学生が考えがちな，先生の懐をあてにしたことも

多かったように思う。それでも先生に喜んでもら

うために，わざわざ数名がわざとらしく学生服を

着て，軍歌などを歌いまくってコソパを盛り上げ

たこともあった。長髪に学生服は不気味であった

が，先生は赤い顔を光らせながら子供のように大

笑いをしたものだった。

そのようなサークルの関係もあって，今までは

あまり熱心でなかった 「海洋陸水学」は，私に

とって欠席は許されずノートを取りながら真面目

に参加するという講義になった。しかし，そのた

め私は新たに 「陸水」というものに興味をもつよ

うになったのである。私の卒業論文や現地研究の

対象は 「陸水」一本になった。

砺波平野での現地研究は，散村を十分散策した

ことや，酒屋から三井先生の名前で酒をもらった

ことなどたくさんの思い出があるが，いちばん印

象に残っているのは芦原温泉のことである。現地

研究の終了後，佐藤典人院生 （現教授）ら と共

に， 三井先生に芦原温泉での打ち上げに連れて

行っていただいた。貧乏学生にとっては目が飛び

出るような豪華な旅館に泊まって食事をした。食

後は勧められるまま，芦原大太鼓を見に行った。

三井先生は大喜びで，童顔をはち切れそうにして

笑いまくり，佐藤院生にたしなめられたり・....•で

天国のような一夜であった。

卒業論文の指迎も，ていねいにしていただい

た。当時，武蔵野女子学院・高等部の桑原先生を

紹介していただいたり，多くの先生方と知り合う

ことができた。佐藤典人教授には，いまだに教え

を受けている。豊玉中の先生の自宅にも何度かお

邪魔した。先生のご子息が高校生の時で， 「バイ

クを欲しがっているが，どうしたものか」などと

逆に相談されたこともあった。ちなみに，私の答

は 「買ってあげて，正しい乗り方をするよう約束

させたほうがいい」であったが，それが正解で

あったかどうかは未だにわからない。先生の家か

ら帰るとき，長い長い歩行者用信号を待ちなが

ら， 「不毛であると言われていた大学生活で，い

い先生と知り合えた幸運」をしみじみとかみし

めたものだった。

2年前， 「天文研究会」創立20周年記念式典が

開催された。かつての仲間達が老けて， 20年の歳

月を感じさせている中で， 三井先生だけは20年前

と同じで若々しく，童顔をほころばせながら笑っ

ていた。おそらく，私が三井先生を知り得た20年

間だけでも，地理学科 ・天文研究会の学生など，

先生が接した多く の学生 ・人々に，やすらぎを与

えてきた笑顔であったろう。
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忘れ得ぬ日々

宮垣津 繁

（法政大学通信教育部指羽講師・ 1972年度学卒， 1981年度院修了）

三井先生の数々の業績はもとより，名物教授ぶ

り，外国通，温厚でスケールの大きい人柄，酒豪

など，先生について思いつくままあげていった

ら，きりがないほどである。そのような先生につ

いて，字数の許す限り，いくつかエピソード的に

書かせて頂きたいと思う。

さて，先生との初めての出会いはいつだったか

というと，私が学部の 2年生で，先生の講義を受

けた時だったと記憶している（昭和45年）。その

当時は例の 「大学紛争」の嵐が吹き荒れていた頃

で，私が 1・ 2年生の時は，大学封鎖，休講の連

続でまともに授業を受けたことはあまりなかった

ような状態であった。確かその当時，地理学科の

専門科目の授業で使われていた 「新館」と称す

る，ッタのからまった古めかしい建物の中の狭い

教室で 『地学実験』の講義があり，水質の測定法

について話されていたのを今でも覚えている。し

かし，その先生とその後，公私にわたってかくも

お世話になろうとは当時は思ってもみなかった。

大学 3・ 4年生の頃は， 「大学紛争」 も時々はく

すぶり返してはいたものの，何とかまともに授業

を受けられるようになった。先生の担当されてい

た 『海洋陸水学』 と 『自然地理学演習』を履修し

て，また 『地理巡検』を通して 「陸水」について

大きな関心をもつようになった。先生の講義の例

の“名調子’'は，まさに長年の調査研究によって

培われた，ゆるぎのない自信から自然と生まれ出

てきたものであると思う。軽快なテンボの授業は

大変わかりやすく，そして時々，冗談が入るので

90分授業も一度たりとも退屈することはなか っ

た。

河川の洪水についての講義の中で，温泉に入っ

ていた人達が風呂桶と一緒に洪水に押し流されて

いった話などは，まるでその湯にちょうど居合わ

せたかのような描写ぶりで，印象に残っている授

業のひとコマである。

巡検の時のコソパでは，酔うことを知らないか

のような飲みっぷりに， “酒豪”のウワサはやは

り本当であったかと改めて納得させられたもので

ある。酔うほどに出てくる先生の歌といえば，知

る人ぞ知る十八番の 「船頭小唄」で，目を閉じて

渋い声で歌われていた姿が鮮やかに目に浮かんで

くる。とにかく，酔えば酔うほどに次々とバラエ

ティ ーに富んだ話が飛び出してきて，夜遅くまで

先生を囲んで飲んだものである。

卒論は先生の御指導を受けてまとめたが，何と

か仕上げて，年の瀬に友人と 2人で先生のお宅に

押しかけて行き，拙い研究論文を読んで頂いた。

年の瀬は何かとあわただしい時期であるにもかか

わらず，ていねいに御指導して下さったことを今

でも心より感謝している。その時に，奥様の入れ

て下さった紅茶の温もりとケーキの味を昨日のよ

うに覚えている。

その後，大学院でも先生の御指導を仰いで研究

を続けたが，なにぶんできの悪い院生で，時には

叱られ，時には励まされと，先生には御面倒をか

けてばかりいたように思う。院生の時には何回も

調雀や巡検に同行させて頂き，現地調査はいかに

して行うべきかを，身をもって体験できたのは実

に幸いなことであった。先生は常々，研究という

ものは文献ばかりに頼らず，自分の足で実際に現

地を歩いて調査し，データを作ることが大切だと

おっしゃられていたが，まさに“至言＂であると

つくづく感じている。巡検の時の先生の歩く速さ

が，なぜか今でも印象に強く残っている。小柄な

先生ではあるが，そのエネルギッシュな行動には

圧倒されたものである。

そして現在，そのニネルギッシュな行動力は，

かの 「タクラマカソ沙漠」へと向けられており，

「法政大学ククラマカン沙漠調査隊」の総隊長と
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して御尽力されている。「第一次調査」を無事終

えられて帰国後，ハガキを下さったが，日本のよ

うな水に恵まれた自然環境からはほど遠く， 「ロ

の中は乾きに乾いて，喋ると入れ歯が飛んでしま

う」と，その乾燥のすさまじさが書かれてあっ

た。そのような乾燥地域だけに，今後の調査の御

無事と大きな成果をあげられんことを心より御祈

念したい。

最後に，先生の益々の御健勝と御活躍をお祈り

して，ペンを置かせて頂きたいと思う。

「先生，長い間たいへん御苦労様でした」

人間的地理学者 ・三井嘉都夫先生に学んで

池 英助

（国学院大学久我111閥校・ 1975年疫学卒， 1982年度院修了）

記憶の片隅にあった御退職は，後2~3年ほど

先のことでした。しかし，今年に入って武蔵野女

子学院の桑原正見先生にお会いしたとき， 「三井

先生は今年度いっぱいで退職ですよ」との報告を

承り，私の記憶の誤りを認識するとともに，一抹

の寂しさや無常の思いを感じざるを得ませんでし

た。法政大学が身の寄り所だとすれば， 三井先生

は心の寄り所であります。何か，自分自身の青年

期が名実ともに去ってしまったような複雑な思い

が致します。

思い返しますと，昭和47年に始まる私の学部時

代，法政大学地理学教室は鴨澤巌，大貫俊，小川

徹，吉野正敏，渡辺一夫，市瀬由自の諸先生，そ

れに三井嘉都夫先生というまさに多士済々の教授

陣でした。また非常勤ながら，名物のギャア （渡

辺光）先生も忘れることができません。大学院で

は，多田文男，岡山俊雄 （勘に触る質問をし怒鳴

られたことがありました），矢澤大二，吉川虎雄，

大矢雅彦などの諸先生の名講義や演習を受講で

き，今でも私の財産となっています。原稿用紙の

桝目を埋めながらも，お一人お一人のお姿が浮か

び，懐かしさとともに諸行無常の感が標ってまい

ります。

私自身は学部 3年生の頃から，有志を募って

「陸水学学習会」をつくり，河川や地下水の調査

を始めておりました。学内には学圏紛争の残り火

があり，やや落ち着かない雰囲気がありましたけ

れども，それなりの活動ができ，多少の誇りを

もって振り返ることのできる良き思い出の一つと

なっています。恩師 ・三井先生にはこの頃から顔

を覚えていただき，種々のご指導を受けるように

なりました。したがって，他の学生よりも早く先

生の性格や行動の特性を知ることができました。

学習会のメソバーの一人，大石哲朗君などとの会

話の中での一致した三井先生像は 「せっかちでエ

ネルギッシュで足取りが年の割に異常に軽く速く

て，その上，喋り口の速さも異常である」という
ょゎし、

ものでした。しかし，四十の齢を迎える今，改め

て振り返ってみますと，心の湿かさ，人を拒まぬ

度量の大きさこそ三井先生の本領であったように

思います。また，先生は否定語の少ない学者でも

ありました。私共の質問に対してばかりでなく，

学生の指導においても 「こうしなさい，こうすれ

ば良くなる」とはおっしゃっても， 「そんなこと

をやっても無駄だ」ということは決しておっしゃ

いませんでした。私自身，博士論文は勿論のこ

と，あまり研究論文を書かない不肖の弟子ではあ

りますが，一期ー会とも言える先生との出会いが

なかったら今の私はないものと思っております。

研究業績で誇れるものもなく，大学院を退いた後

の9年間，多少の反発の中で音信不通に近い不義

理を重ねて参りました。しかし， 3人の子供を育

てる親となった今，静かに思いを巡らしますと

き，先生に教えて頂いたものは人生の墓本となる

べき 「人としての心」であったことに気が付きま

す。また，先生のご自宅の研究室で， 徹夜で原稿

を仕上げたことなどを思い出しますとき，先生の

奥様に対しても同じ思いが巡って参ります。公の
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場でもプライペートな場においても，人に対する

態度，心づかいのあるべき姿をさりげない言葉や

所作の中で教えて頂きました。師から学ぶという

ことは，何も学問ばかりではなく，人生を学ぶこ

とでもあると思います。新渡部稲造の著名な言葉

に 「余は知識を教えるに非ず，常識（コモ‘ノセソ

ス）を与うるのみ」というのがあります。常識の

基礎となる 「人としての心」をご教示頂いた三井

先生，そして奥様に御礼を申し上げ，数々の非礼

に対するお詫びの言葉とさせて頂きます。

ところで，大学院に入った昭和51年度以降，先

生の個人指導を受ける傍ら，河床変動論，水害

論，水質汚濁問題，地下水塩水化問題など，多田

文男先生の流れをくむ人為による自然環境の荒廃

についての事例的研究の講義や演習が展開されま

した。ここでも先生はご自身の説は説として，

我々院生に研究課題を強制されることはありませ

んでした。法政大学の学風の有難さ， 三井先生の

指導方針の有難さ，世に出て数多くの辛酸をなめ

てはじめて理解できることであるように思いま

す。

地理学を学んだ者にとっての思い出はやはり，

野外巡検や調査に尽きるようです。大学院入学以

降の主なものを拾い上げましても，厳寒の中での

荒川水系水質調査，岩木）IIの総合調査，スウェー

デン・ウプサラ大学のスゞンボルグ教授を案内して

の利根川から草津 ・白根 ・日光にかけての巡検，

群馬県骨材需給動向調査，千葉県村田川の汚濁機

構調査，さらには静岡県岳南地域の自然環境の変

遷に関する調査などが次々に実施され，これらは

三井門下生が実績を上げる一助となりました。昭

和57年度までに経験したこれらの調査・巡検の中

で感じたことは， 「先生はやはり，故郷の富士山

周辺の自然環境の荒廃にこだわっておられる」と

の思いでした。故郷の静岡県岳南の地下水塩水化

問題，田子の浦港の浚渫ヘドロの投棄場所として

富士山麓や富士川河口が使われていることなどを

調査した昭和57年の頃が最も精力的でありました

から……。先生はご退職後も，恐らく富士山周辺

の自然環境にこだわりを持ち続けられるものと思

います。弟子の直感として・・・・・・。

調査 ・巡検の中でのもう一つの思い出は忘れ得

ぬ人々との出会いであります。ご指導を仰ぎつつ

ともに苦労をしてきた人々，すなわち，佐々木

茂，桑原正見，戸谷康義，井上奉生，佐藤典人，

宮垣津繁などの諸先輩 ・先生方のお姿，そして後

輩にあたる内藤次郎君の顔などが浮かんで参りま

す。三井先生には地理学を教えて頂くと同時に，

人との出会いの場を造っていただいたものと思っ

ております。物事にこだわらぬ親分肌の先生の周

囲には，いつも人が集まって来ました。先生のご

自宅の研究室での打合わせなどの語らいの数々

も，古き良き時代の思い出として生き続けるもの

と思います。まさに過去は遠くになりにけりでは

ありますが，これらの人々との繋りは今後とも，

私の人生を彩ってくれるものと信じております。

この点においても， 三井先生に感謝申し上げたい

と存じます。

生生流転とは申しましても時の流れは人を待た

ず，寂蓼感を禁じ得ません。しかし，傍らで垣間

見た 7年間ばかりか，風の便りの中での先生の生

活はいかにも忙し過ぎたように感じられます。こ

こいらで，暫時静かなる時の流れに身を沈め，心

身のお疲れを癒して頂きたいと思います。どう

ぞ，足と舌の回転のスピードを緩め，奥様の横顔

を見つめる一時をお過ごし下さい。

私自身は，すでに三木清著 『人生論ノート』に

もある 「良く隠れる者は良く生きる」という生き

方に共嗚するほどに心身ともに老化してしまって

いるように思います。 しかし，先生はご退職後も

決して隠遁生活に入られることはないでしょう。

先達てお会いしたときの血色の良さが，先生の今

後の生き方を暗示しているようにも思います。ど

うか，奥様のお許しを得て頂きまして，四十老人

の私を昔のように 「研究者たる者，年に 1回の学

会発表 ・論文執筆はノルマなんだぞ。少しは研究

しろ！ 」とどやしつけて下さい。そして，富士の

裾野に私を連れ出していただきたいと思います。

その日の近からんことを楽しみに致しておりま

す。そのためにも，酒握を減らし，いつまでもお

元気でいらして下さい。
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ユーゴスラヴィアにおける「ボラ」と「水」の調査

中村圭三

（千菓敬愛短期大学教授 ・1977年度院修了）

このところ，スロベニア共和国とクロアチア共

和国のユーゴスラヴィア連邦からの独立をめぐる

内戦状況が，連日報ぜられている。

私は，このユーゴスラヴィアに向け， 19年前の

1972年9月に法政大学の「局地風ボラに関する気

候地理学的研究」の調査隊員として出発した。隊

員は隊長の吉野正敏先生， 三井嘉都夫先生，渡辺

一夫先生ほか 4名の計 7名であった。

三井先生は10月3日にルフトハソザ機でベオグ

ラードに到着され，以後約 1カ月間ご一緒に調査

された。調査隊はベオグラードから西に移動し，

クロアチア共和国の主都ザグレブを経由して10月

13日にアドリア海に出た。

アドリア海の沿岸では，背後のディナルアルプ

スを吹き降りてくるボラの強さと風向に関する分

布について，偏形樹を指標として調査した。三井

先生はその調査の途中に，天水井戸などの珍しい

ものがあると，立ち寄って調査された。この付近

は，世界的に有名な石灰岩地域である。人々は生

活水を雨水に頼らざるを得ない。屋根に降った雨

水は，雨樋（とい）によって地上に導かれ，石灰石

でろ過した後に飲料水として地下の貯水槽に蓄え

られていた。庭はコソクリートのたたきになって

いて，その水は下の畑の溜池に導かれていた。

また，別な場所でローマ井戸を見つけられた。

谷の中に 5軒ほどの部落があり，石で囲ったとこ

ろに降った雨水を溜めて共同で利用していた。

我々 は， 10月19日，対岸のクルク(Krk)島に渡り ，

ここでも偏形樹調査にあたった。この島でも先生

は，ある民家の天水井戸を調査された。この家に

は老夫婦だけが住み，鶏を飼い，自給的に野菜を

作って，ひっそりと暮らしていた。太ったおばさ

んは黒い服を着，やせたおじさんは紺色の服につ

えをついていた。この服装はこの地域で一般的に

見られるものだ。島は過疎化して，老人と子供ば

かり目立った。ちなみに，ここの天水井戸の水質

はpH7. 9であった。

アドリア海に浮かぶクルク島，ツレス島 (Cer-

s)，パグ島 (Pag)などの偏形樹調査を終え， 10月

26日には，本土のザダル (Zadar)に到着した。こ

こで調査隊は 2班に分かれ，ユーゴスラヴィアの

アドリア海沿岸最南端のドプロブニック (Dubro-

vnik)までの偏形樹・植生調査をする吉野隊長班

とクルカ (Krka)川沿いの偏形樹ならびに水の調

査をする三井先生の班に別れ，私は三井先生の班

に同行させて頂いた。

翌27日，調査班は出発した。最初にクルカ川の

下流に位置するスクラディン (Skradin)で採水

した。さらにその上流10km程の所は滝があり観光

地になっていた。そこに着くや早速，数珠 （じゅ

ず）のようにヒモに通した干しイチジクをおばさ

んが売りに来た。滝を見て帰ろうとするとまた売

りに来て，とうとう三井先生は買わされてしまっ

た。この日は海岸の街ヽンーベニック (Sibenik)の

ホテルに泊まった。この街はザダルと同様，古い

街並で，斜面に街が形成されているため，階段が

多し、0

夕方になると広場と教会を結ぶメインストリー

トに若者たちが集まり始め，そぞろ歩きの大きな

流れができる。右側通行でブラブラ歩いて行き，

端まで行きつくとクーンしてまたもどる。このプ

ラブラ歩きを 「コルゾー」と言い，コルゾーは若

者達の社交の場でもあるらしい。我々は広場の前

のレストラソに入った。ここで珍しいもの食べ

た。ダルマチ‘ノスキプルツュー(Dalmatinskiprsu)

という豚肉のクンセイである。これは豚のモモ肉

を地中海性気候と大陸性気候の接線にあたる地域

で，ひと冬室内にぶらさげておいて作ったもので

ある。これをツマミにしてワインでジベリ（乾

杯！ ）といくと最高だった。その味はいまも忘れ
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られない。

翌日，再びKrka川に向かい，｀ンーペニックから

約25kmのドゥルニッュ (Drnis')の街中で採水し

た。その近くのある家の前で，おばさんがオケや

樽の水を何やらやっていたので， 三井先生が尋ね

られると，水の中の不純物を沈殿させているのだ

という。その後，ワインの樽のある部屋に通され

た。1000リットルもあろう大きな樽が 2~3個有

り，いずれも赤ワインでなみなみと満たされてい

た。

その上にはダルマチ‘ノスキプルシューが三つ程

ぶらさがっていた。ワインはザグレプに居る娘に

売ってもらうそうだが，プルシュ ーの方は売らず

に自分の家で食べるそうであった。

また，ここでは，だ円形の独特な形をした木製

の水タンクをロバの両脇腹に付けて水汲みに行く

少女と出会った。さらにKrka川を上流に進み，ボ

スナ ・ヘルツゴヴィナ共和国との国境に近いクニ

ン (Knin)に着いた。山の上に城跡があり，街は

山腹にへばりつくかのように広がっていた。クル

カ川にかかる橋の下で三井先生が採水している間

に，私は城の写真を撮ろうとカメラを構えた。す

ると後で，モリンヴァス (Molinvas)と呼び止め

られた。振り返ると兵隊が写真を撮ってはいけな

いと言っていたのだった。

この辺は国境に近いこともあって兵舎が多く．

接近観察，写真撮影禁止の立看板が目立ち，水な

どもうかうか採水できない所だった。この夜クニ

ンのホテルに泊まった。ホテルは古い建物で天井

が高く，部屋にはお湯が出ないばかりか， トイレ

に入ったら鍵が開かなくなり， ドアの上へよじ登

って脱出するはめとなった。

翌29日は．クニンからズルマニア (Zrmanja)

川を下ってサダルにもどった。その途中の道は，

突然羊やニワトリが飛び出したり，大きなブクが

居たり．ロバが荷車にトウモロコ｀ンを山積みして

のそのそ歩いていたりで，車の運転は大変だった

が，無事ザダルにもどった。この夜， 三井先生と

は最後の夕食になるということで， Ribljiという

魚料理専門のレストランに入ってエビを食べた。

むくのが大変で皆手を使ってもくもくと食べた。

このことが後日語られ，大笑いとなった程であっ

た。約 1カ月間我々と共に調査をされた三井先生

は，翌朝帰国の途に着かれた。

教室外での三井先生ー地理学会議，巡検など一

橘爪若子

（文際学因・1978年度院修 f)

三井先生にはじめてお目にかかったのは，私が

法政の大学院で地理を学ばせていただくように

なった，もう20年以上も前のことです。在学中は

先生のご講義を直接うかがう機会はありませんで

したが （指導教授は故大貫俊先生でした），間接

的にはいろいろとご指迎いただきました。出身大

学も専攻もちがい，しかも社会人だったいわば

ふ属」の私を温かく受け入れて下さった先生方

のご厚情に深く感謝いたしております。

みなさまもご存知の通り ，三井先生はご専門の

研究分野は云うまでもなく，大学内のさまざまな

役職でも精力的な活動をつづけてこられました。

ご活躍が過ぎたせいか （？）還暦のお祝いのあ

と，胃潰瘍で入院なさった時には，ご家族はもち

ろんのこと私共ー同もずいぶん心配いたしまし

た。その後しばらくはかなり自重しておられたも

のの，間もなく元のペースに戻ってしまわれたよ

うです。

常に熱心なご指導ぶりで学生の人望を集めてこ

られた三井先生ですが，私個人の印象に強く残っ

ているのは国際地理学会議 (IGC)などの折に

海外で接した先生のお元気なお姿です。

最初は1972年にモントリオールで行なわれた第

22回IGC。この当時は日本からの参加者もまだ

少なく，グループとして出発から帰国まで行動を

共にした先生方のお名前やお顔は，ふた昔たった
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今でも思い出せます。アルバムを眺めますと，三

井先生と故渡辺光先生が並んで楽しそうに笑って

いらっしゃる写真があって，バソクーバーから東

部までの大陸横断列車の中，バンフの町，そして

モントリオール大学の会議場やキャンパスなどで

の先生方のご様子が目に浮かんできます。みなさ

まは大学内の宿舎に，私は市内の友人宅に泊まっ

て (1960年代の後半ここに住んでいましたので）

会議に通ったのですが， 三井先生の発表の前日に

英文原稿を読まれる速度，スライド使用のタイミ

ソグなど，多少のチェックをさせていただいたの

も懐かしい思い出の一つです。それ以来，先生は

海外での発表も回を重ね，自信をつけてこられま

した。

比較的最近の例では1988年のヽンドニー大学での

第26回IGCがあります。三井先生はその直前ま

で大学野球部の関係でハワイに滞在され，東京に

戻って翌日オーストラリアヘという慌ただしさで

した。プレ・コングレスの巡検に参加されるため

で極めてハードなスケジュールだったにもかかわ

らず，開会式の朝ヽンドニー入りした私たちを空港

に出迎えて下さいました。先生はご自分の発表の

ほか多数の分科会や行事に参加なさったうえ，珍

しく同行なさったお嬢様（健康の監視役？）のお

付きあいで近郊へのツアーやオペラハウスにも出．． 
かけられるなど，相変わらずマメに動きまわって

おられました。学会の終了後，三井先生，環境科

学研究会常務理事の泉久三郎氏と私の三人で

ニュージーランドに向かいました。ボスト・コン

グレスのエクスカ ーションとして企画されていた

ものが，間際になって中止になったため，原案に

近い旅程を独自で組んだのです。このことは拙著

「アオテアロア」（古今書院）にも書きましたが，

短期間に南島から北島へ，都市から農牧地帯へと

絶えず動きまわる，けっこう忙しい旅でした。三

井先生はいっこうにお疲れの様子もなく，羊の毛

刈り見学やクルージソグなどを楽しまれ，機会を

みては資料や地図の収集につとめられました。再

びヽンドニーに立ち寄り，帰国の飛行機は別便にな

りましたが，お元気で後期の授業を始められたよ

うです。さすがに 「鍛え方」が違うと感服した次

第ですが，これからはあまり無理をなさいません

ように・・・・..。

この他，国内でも巡検などに関する思い出がい

ろいろあります。1980年に東京で開催された第24

回IGCでは， 分科会につづき三井先生の荒川巡

検の通訳としてお手伝いさせていただきました。

これ以前， 1977年にウプサラ大学のズンボルグ博

士が法政大学で講演された後， 三井先生が草津 ・

白根方面を案内なさった折にもお供しました。佐

藤典人先生もご一緒でした。このような機会に強

く感じるのは，先生が外国の研究者との交流を大

切にしていらっしゃることです。

また1987年春季の日本地理学会の巡検で丹那断

層， 三島湧水，富士市，韮山農協などを三井先生

や法政の先輩のみなさまと共に見学したのも楽し

い思い出です。この年の11月には法政の史学科・

地理学科創立50周年が赤坂プリソスホテルで盛大

に行われましたが，先生はこの記念行事の実行委

員長をつとめられ，多数の卒業生に囲まれてお忙

しそうでした。

ご退職後は学校でおめにかかる機会は減るとし

ても，学会や巡検などでお元気な先生に接し，ご

指導いただけるものと期待しております。

三井先生の思い出

熊田 宏

（川11rli ¥L元郷中学校・ 1980年度学卒）

早いもので，私が昭和56年3月に法政大学の地 過ぎました。その間にも，三井先生は，一介の卒

理学科を卒業してから，すでに10年以上の歳月が 業生にすぎない私に，さまざまな事を教えて下さ
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いました。この10年間，私も中学校教師として，

時には壁に突き当たる事もありました。校内暴力

の嵐が吹き荒れた頃，ふと学生時代が懐かしくな

り，先生の研究室を訪ねると，先生はいつも学生

時代と少しも変わらぬにこやかな笑顔で迎えて下

さいました。私は，どんなに行き詰まった時で

も，先生に会えるだけで心の安らぎを覚えたもの

です。

過日， 三井先生が今年度をもってご退職なさる

と聞き，大変残念に思うとともに，先生との数々

の思い出がよみがえってきました。

庄川の現地研究では，今の仕事にも役立つ多く

の，そしてなつかしい経験をさせていただきまし

た。先生はよく， 「地理をやるなら外へ出て，実際

に見て歩いて地理的事象の把握をきちんと行わな

ければならない。」 と教えてくれました。我々が

庄川周辺の野外調査で歩き疲れた頃，疲れを知ら

ない先生が，各ポイントのチェックのため楽しそ

うに歩き回っている姿を見て，気を引き締め直し

たことを覚えています。そして言葉に行動が伴わ

なければ人を動かすことは出来ないということ

を，深く考えさせられました。宿にもどり，デー

クの処理をした後の打ち上げ会では，参加者がそ

れぞれ夜遅くまで騒いでしまいました。さぞかし

先生は，気苦労が絶えなかったのではないかと思

います。

先生は，法政大学野球部の部長もなさっておら

れます。時々，東京六大学野球のテレビ放送があ

ります。ベンチに背筋を伸ばして毅然と坐っ てい

る姿が，画面に映し出されると，テレビを見てい

る私の方が緊張し，思わず姿勢を正してしまいま

す。また，相変わらずお元気な姿を見て，ホッと

することもあります。

私には，おだてに乗り易いという性格がありま

す。先生は，そのことを見通して，よくほめて下

さいました。私にとって，これほどうれしいこと

はありません。そして先生は，教育者としてどの

学生にも同じように接してこられたのです。お忙

しい先生にとって，これはとても大変なことだっ

たに違いありません。先生の，学生の教育に対す

る一貫して変わらぬ姿勢を，私の目標としていき

たし、と思し、ます。

最後に，三井先生に深く感謝するとともに，ご

健勝をお祈り申し上げます。

先生が逃げた

内藤次郎

(1980年貶学卒，］989年度院修 r)

私が法政に在学したのは1977年から1989年まで

の13年間で，その間， 三井先生に御指導戴いた。

何しろ青春時代の13年間のことだ。法政大学にも

三井先生にも ，共に言葉では言い尽くせない程の

思い出が残っている。中には格調高い思い出も無

いではないが，今こうして改まって振り返ってみ

ると ，どうもどうでも良しヽような事ばかりが思し、

浮かんで来る。やはり，あの事件のことを書いて

しまおうと思う。

1982年の 7月， 三井先生の夏の現地研究の

フィールドは，それまでずっと続いていた富山県

の庄JIIから青森県の下北半島に突然変わってし

まった。その後，翌83年と85年にも下北半島で実

施されて，私も助手として参加した。1982年 7月

14日の朝，当時の新幹線の始発駅であった大宮駅

下りホームに， 三井先生以下 5人のメンバーが集

合した。推定年齢順にいくと，佐々木さん，飯田

さん，井上さん，地理学教室の佐藤先生，そして

私であった。東北新幹線はその年に開業したばか

りで，まだ物珍しかったせいか，皆さん心持ちニ

コニコとしておられた。酒臭い集団が仙台に着く

と，さらに接続の特急に乗り換えて再び北上し

た。今度は発車直後に全員で食堂車にドヤドヤと

移っていった。そこで何と何を注文したかもう忘

れてしまったが，テープル上には黒ビールとチー

ズの盛り合わせが並んでいたような気がする。一
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井先生は，クラッカーの上にチーズをのせて，そ

れをおいしそうに口元へ運んでは黒ビールをめし

あがっておられた。そして 「いや一，僕はこうし

て北上山地のなだらかな風景を眺めながら黒ビー

ルを飲んでいると，ヨーロッパの旅を思い出すな

あ」とおっしゃって目を細めておられた。野辺地

駅までむつ市役所の方々が車で迎えに来て下さる

ということだったので，皆さん量の方はひかえ目

であった。井上さんだけは，マイペースで沢山飲

んでおられた。 この一行を迎えるために，片道約

60kmの距離をやって来られたのは， 三井先生が資

源科学研究所におられた頃からの顔見知りの市職

員の方々であった。陸奥湾の荒涼たる風景をずっ

と左手に見ながら．車は信号の無い緩やかな起伏

のある道路をひた走った。偏形樹の続く殺風景な

海岸線が冬の烈風を思わせた。大湊の岸壁にはオ

レ‘ノジ色に塗られた原子力船むつが係留されて，

荒れた工場跡地の向こう側に見え隠れしていた。

田名部に着くと，宿の常念寺に挨拶をして荷物を

置き，それから早速，市役所主催の歓迎会に出向

いていった。真夏だというのに下北の夕刻は寒

い。東京の気温に慣れた肌には痛みを感じるよう

な寒さだった。 この地で，先生方は1955年以来，

地元の下北総合開発期成同盟の人達と共に農業開

発のために自然環境基礎調査をやってこれらたの

だ。当時の期成同盟のメンバーで，現在，市の幹

部になっておられる方々との懐かしい話は遅くま

で尽きなかった。昭和30年頃，調査用の車両が市

に不足していたため，消防車に乗って現地をまわ

られた話なども初めて聞かされた。自分が生まれ

る2年前のことだと思いながら，私は話し声に耳

を傾けていた。夜が更けて散会し，静かになった

町を我々は常念寺へ急いだ。

三井先生を中心とした旅行では，メンバーが宿

に落ち着くと，決まってその晩の寝場所をめぐる

無言の駆け引きが展開される。その原因を御存知

であろうか。1978年の10月に新渇で開催された日

本地理学会の時，出発前に佐藤先生は 「三井先生

との同室だけはねえ……」とおっしゃっていた。

OBの宮垣津さんと池さんも同じこと を言われ

た。私も前年の庄）1|巡検の助手として先生に同行

した時，隣室からのその響きを明け方まで断続的

に聞かされていた。先生は「大の男が，他人のい

びきぐらいで眠れないなんて，そんなだらしない

ことではねえ，ヒャッヒャッヒャッ」とおっしゃ

るのだが，いかに大の男であろうと，あれはやっ

ぱり辛いものだ。皆疲れていたので，直ぐに横に

なる準備にとりかかった。佐々木さんは野武士の

ように落ち着かれた表情で，無言のまま三井先生

の隣に布団を敷かれた。井上さんは常備薬が充分

効いておられるので，もとより場所などまった＜

関係ない。他の三人はそれなりに熟慮してそれぞ

れ寝床を敷いた。夜が更けてやがて始まった，今

夜もまた物凄い。闇が大きく揺れ動いた。「どん

な夜でも必ず夜明けはやってくる」と自分に言い

聞かせながら，私は朝まで堪えるつもりでいた。

だが，しかし，その夜は様子がおかしかった。何

とそれはステレオで鳴り響いていた。これは全く

予期せぬ出来事であった。その時，部屋の中でコゞ

ソゴ‘ノ音がして ，泥酔していたはずの井上さんが

布団を引きずって廊下へ消え去ってしまった。三

井先生の言葉に縛られて一人堪えていた私は唖然

とした。よし，大先輩の後に続け，と思った時，

ステレオの片方が鳴り止んだ。再び部屋がゴソゴ

ソ動いてふすまが開いた時，廊下の電燈は自分の

布団を引きずって彼方へ去ろうとされている三井

先生の後ろ姿をはっきりと照らし出した。あっ，

先生が逃げた！一瞬心の中で叫んだ時，先生は振

り返られて私と目が合った。そして，お顔だけ

エッヘッヘと照れ笑いされて，そのままズルズル

と何処かへ去って行かれた。勿論，私も残された佐

藤先生の安否を気遣いつつ，すぐに逃げ出した。

三井先生が他人のいびきでお逃げになったの

は，後にも先にもこの時だけだったろうと私は思

う。まったく変な事件の生き証人になってしまっ

たものだ。忙しい日常生活に追われて，既に学生

時代の多くの出来事をはっきりと思い出せなく

なってしまった。しかし，私はあの時の□井先生
の後ろ姿だけは長く覚えていることだろう 。

最近のことであるが，私もごく稀に，妻から

「お父さん，ゆうぺはいびきが凄かったわよ」と

言われるようになってしまった。私もそろそろ加
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害者の側にまわりつつあるようだ。時の流れを感

じてしまう。

三井先生が法政大学を退職されるにあたりまし

て，お世話になりました学生の一人として先生に

心から御礼申し上げますと共に， 御健康をお祈り

申し上げます。

(10年近 くも前の話ですので，籠者の勘違いによ

る誤述がありましたならお詫びを申し上げます）。

学ぶよろこびを育んでくださ った三井先生

徳竹喜義

(1985年度学卒）

三井先生が定年退職を迎えられるとうかがい，

大変寂しい気がいたします。先生に学んだことは

私にとって大きな誇りです。特に，専門教科が多

くなる 3年の時から卒業に至るまでに先生から学

んだことは学術的な研究課題にとどまらず，自然

と人間 ・自然と社会のつながりを主体的に学び，

それを生き方に大いに活かしていこうという人生

観でした。

この度，先生との思い出を綴ることになりまし

たが，私にとっては大変光栄なことです。心から

感謝申し上げます。

ユーモアにあふれた授業

人文地理学かそれとも自然地理学か，私がそれ

で悩んだのは 2年の終わり頃でした。 3年になっ

て高校時代（法政二高）からの友人に誘われて先生

の「海洋 ・陸水学」の講義を受けることになりまし

た。その友人は高校時代から化学部に属し，主に

多摩川の水質汚濁について研究をしてきた優秀な

学生で，入学当初から三井先生の指母を望んでい

ました。友人からすればまった＜志は低く主体性

に欠けた私だったのですが，結果として，先生を

通して自然地理学に引かれていきました。

講義は海洋学の通史にはじまり，時には古い航

海図を用いてアメリカ大陸やオーストラリア大陸

発見のエピソードをユーモアいっぱいに話してく

ださいました。講義が終わってもしばらく教室に

いると，いろいろな種類の地図を見せてくださ

り， 「研究室に来ればもっと古い地図があります

から」と， 声を掛けてくださいました。

ところで，この講義は公開講座となっていたこ

ともあり，多少騒がしいことがありました。 しか

し，先生は決して 「怒鳴る」ことをしませんでし

た。逆に，講義のテーマから “おしゃべり ”のこ

とについて巧みに話題を転換し， 「発生源」の学

生に問いかけていきます。そして，また全体を講

義に引き付けていくといった具合です。

こんなことがありました。

先生 「あの大航海時代，船は大河に流れる落ち

葉のように進んでいったんですね」

（おしゃべりのトーンが高くなる）

先生 「もしですよ，嵐のとき皆がてんでに，わ

れわれの今のようだったら船はどうなるで

しょう？ iまし、，じゃあそこの・・・…君」

学生 「・・・・・・，本当のインドに行ってし、ました」

（教室内爆笑）

実践的な調査に学んで

地理学科は現地研究 （巡検）が必修となってい

ます。私は 3年から三井先生の担当する巡検すぺ

てに参加しました。

自然を相手に学ぶとはどういうことなのかを示

してくださったのは富士山麓の湧水を調べる巡検

のときのことでした。富士宮市のある製紙工場内

の自噴水井戸から悌き出る水量を計ってみようと

いうことになりました。先ず，先生は井戸の下か

ら真直ぐにのびるU型の側溝が涌き出た水をほと

んど集めている所に私たちを母きました。そし

て，側溝の断面租をボール紙で合わせ，スケール

で水位を測り更にストップウオッチで浮きの流れ

る距離を何回も測りました。それらのデーターを

計算機に打ち込み ，水量を割り出してみせまし

た。極めて実践的で印象に残る場面でした。
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先生の一言

私が卒論のテーマを「多摩川の塩水遡上」とした

のは 4年に進級して三井先生のゼミ を受けてから

のことでした。ゼミでは先人の研究者の論文を数

多く読み，それを各自が45分間にまとめて発表す

るものでした。ゼミの学生からの質問もさること

ながら，先生の質問にしばしば立ち往生したもの

です。

私の場合，「多摩川に海水が上がってくることに

よって，かかる地域にどんな影響があるのですかJ

という質問を絶えず受けました。自らの不勉強さ

をその問いかけがス｀バリ指摘しているようでし

た。

4年も後期に入る頃，先生から 「卒論のテーマ

設定は大変興味深いが，それによって塩害が出て

いるのなら別ですが • • • •• 。 論文としては本質的に

断定が可能になるような何かを見つけなくてはな

りません」と，指摘を受けました。それから，私

は多摩川の河床変動や地形，更に水質汚濁との関

連をとくに重点に置いて調べることにしました。

建設省関係の官庁に足を運ぶときにはどんなに

忙しくても紹介状を書いてくださったことで，思

いもかけず内部資料の閲覧ができたこと，また，

先生所有の資料を惜しみ無くお貸しいただいたこ

となど，卒論完成まで親身になって指導してくだ

さいました。

内容の善し悪しは二の次にして，ようやく卒論

ができました。でぎた論文を先生はすぐに読んで

くださり， 一言，「徳竹君，論文が終わった所から

また多摩川がおもしろくなったんじゃないです

か」と，評してくださいました。

先生の部屋

私は先生の部屋を訪ねたことがあります。それ

はゼミの友人と 3人で卒論の執筆前に草稿を持っ

て伺った時です。

そこで印象に残っているのは先生の机と椅子で

す。机の下に足を暖めるヒ ーターが木枠に工夫さ

れて収められており，椅子は先生の体格に合わせ

て幾重にも布あてや綿入れが巻かれていました。

研究に取り組む厳しさをその机や椅子のたたずま

いから感じました。「佐藤先生 （佐藤典人教授）も

学生時代この部屋で研究していたんですよ」と，

思い出ばなしも聞くことができました。

学ぶよろこびをしっかり受けとめて

先生には卒業した後も就職のことでいろいろ援

助していただきました。思えば，法政二高時代

（私は生徒会長をしていました），その卒業式に

同じ舞台に立たれ，大学を代表しての祝辞をいた

だいたのが三井先生からでした。本当に長い間お

世話になりました。

いま私は仕事の傍ら「多摩川を愛する会」とい

う市民団体に入って活動しています。多摩川に高

速道路 （川崎縦貫道路）の計画があると聞いたか

らです （その後，ルート変更が発表されました）。

先生からのあの一言が多摩川と私を今もしっか

りつないでくださ っています。

先生，本当にご苦労さまでした。どうかこれか

らも元気でご活躍ください。そして，いつまでも

私たち卒業生に対してご教授くださいますようよ

ろしくお願い致します。
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